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《
歳
出
》

　

今
年
度
の
予
算
は
、
村
政
の
重
要

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
に
対

し
て
重
点
的
に
予
算
配
分
し
ま
し
た
。

　
「
人
口
減
ス
ト
ッ
プ
と
人
口
増
加
対

策
」
と
い
う
喫
緊
の
課
題
に
対
す
る

施
策
と
し
て
、
定
住
促
進
、
空
き
家

活
用
に
関
す
る
事
業
に
１
，７
１
６
万

円
、
村
営
住
宅
の
建
設
事
業
に
６
，１

０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
の
充
実
の
面

で
、
福
祉
医
療
給
付
費
の
対
象
範
囲

を
高
校
生
ま
で
拡
大
し
、
医
療
費
の

無
料
化
に
よ
る
子
育
て
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
関
連
予
算
９
６
３
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

　

以
下
、
目
的
別
、
性
質
別
に
平
成

24
年
度
の
一
般
会
計
を
概
観
し
ま
す
。

①
目
的
別

　

今
年
度
の
予
算
を
目
的
別
に
み
る

と
、
前
年
度
に
比
べ
て
「
商
工
費
」

と
「
土
木
費
」、「
消
防
費
」
で
前
年

度
を
上
回
る
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
商
工
費
」
に
は
、
今
年
度
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
３
０
０
万

円
、
交
流
施
設
（
碧
館
）
耐
震
改
修

工
事
1
億
２
，３
６
０
万
４
千
円
な

ど
が
主
な
増
加
要
因
で
す
。「
土
木

費
」 

で
は
、
村
営
住
宅
建
設
事
業
に
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【
一
般
会
計
】

　

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予

算
は
、
歳
入
歳
出
総
額
が
38
億
９
，

３
２
０
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算

に
比
べ
る
と
、
3
億
１
，８
２
０
万

円
減
（
マ
イ
ナ
ス
7
・
6
％
）
と
な

り
ま
し
た
。

《
歳
入
》

　

村
税
に
つ
い
て
は
住
民
税
で
扶
養

控
除
廃
止
や
法
人
税
割
の
増
な
ど
に

よ
り
23
年
度
よ
り
も
１
，７
３
１
万

円
増
を
見
込
み
ま
し
た
。
一
方
で
固

定
資
産
税
は
、
3
年
に
一
度
の
評
価

替
え
の
結
果
を
反
映
し
、
１
，０
０

６
万
5
千
円
減
額
計
上
し
て
い
ま

す
。

　

村
の
歳
入
の
大
部
分
を
占
め
る
普

通
交
付
税
は
、
24
年
度
22
億
５
，９

０
０
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
庫
支
出
金
及
び
県
支
出

金
は
、
合
併
後
に
開
始
し
た
大
型
補

助
事
業
が
5
年
間
の
計
画
年
度
を
終

了
し
た
こ
と
に
よ
り
大
幅
な
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
債
は
、
昨
年
度
よ
り
も
５
７
０

万
円
少
な
い
4
億
４
２
０
万
円
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
全
体
の
う
ち
、
村
税
な
ど
の

自
主
財
源
は
、
17
・
8
％
と
低
く
、

依
然
と
し
て
歳
入
の
多
く
を
普
通
交

付
税
や
、
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
、

地
方
債
な
ど
に
依
存
し
て
い
る
状
況

で
す
。

平
成
24
年
度
予
算
の
状
況　

一
般
会
計
は
、38
億
９
，３
２
０
万
円

【歳入】　38億9,320万円

歳　入

依存財源

依存財源
34億6,348万円（82.2％）

自主財源
（17.8%）

（82.2%）

自主財源
7億4,792万円（17.8％）

村税　　　　　 
3億9,563万円（10.2％）

その他　 
1億1,051万円（2.8％）

村債　　 
4億 420万円（10.4％）

県支出金 
2億2,386万円（5.7％）

国庫支出金
1億4,279万円（3.7％）

特別交付税
3億4,000万円（1.0％）

分担金・負担金 
5,791万円（1.5％）

諸収入・手数料 
4,743万円（1.2％）

財産収入手数料 
462万円（0.1％）

繰入金・手数料 
6,480万円（1.7％）

使用料・手数料 
9,245万円（2.4％）

繰越金　　　　 
3億5,000万円（1.3％）

普通交付税
22億5,900万円（58.0％）

項　　目 予　算　額 構 成 比 主        要        な        施        策

1 議 会 費 6,433 万円 1.7％

2 総 務 費 5 億 1,052 万円 13.1％ 定住促進助成金1,590万円　筑北Webツーリズム事業474万円
協働事業支援金350万円　本城総合支所修繕工事738万円　　

3 民 生 費 8 億 5,857 万円 22.1％
結婚推進事業196万円　地域包括支援センター事業333万円　地域活性化交
付金（NPO等支援）事業809万円　敬老会・地区敬老会補助184万円　障害者
扶助1億5,682万円　福祉医療給付3,555万円　子ども手当6,536万円

4 衛 生 費 4 億 6,573 万円 12.0％ 母子保健共同事業117万円　健康館管理費501万円

5 農林水産業費 2 億 9,597 万円 7.6％
鳥獣被害対策支援事業328万円　有害鳥獣駆除委託357万円　農業体質
強化基盤整備事業1,953万円　林道事業672万円　農山漁村活性化事業
1,070万円　松くい虫対策・松枯損木伐採委託1,714万円

6 商 工 費 2 億 1,868 万円 5.5％
商工業指導事業補助461万円 
地域資源（トレッキングコース等）整備事業233万円 
交流施設改修事業1億2,360万円　住宅リフォーム等補助300万円

7 土 木 費 2 億 5,453 万円 6.5％
道路維持工事2,300万円　道路新設改良工事6,240万円 
橋梁長寿命化計画作成361万円 
村営住宅建設事業6,100万円

8 消 防 費 1 億 3,897 万円 3.6％
広域消防等負担金8,382万円　防災費（地域防災計画作成、ハザード
マップ作成、防災備蓄倉庫設置等）1,475万円　　
防犯灯新設64万円　　　

9 教 育 費 3 億 5,219 万円 9.0％
空校舎等有効活用調査131万円 
本城グラウンドバックネット改修事業1,164万円 
やすらぎスポーツ広場グラウンド改修547万円　　

10 災 害 復 旧 費 1 万円 0.0％

11 公 債 費 6 億 2,230 万円 16.0％ 償還元金5億6,416万円　　償還利子5,689万円

12 諸 支 出 金 6,140 万円 1.6％ 財政調整基金130万円　　地域振興基金6,000万円

13 予 備 費 5,000 万円 1.3％

計 38 億 9,320 万円 100％ ※表示にあたって、各予算額の千円以下は調整してあります。

平成 24 年度　目的別予算と主要施策
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６
，１
０
０
万
円
、
橋
り
ょ
う
長
寿

命
化
計
画
作
成
費
に
３
６
１
万
２
千

円
な
ど
が
新
規
の
も
の
で
す
。「
消

防
費
」
で
は
、
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、

防
災
備
蓄
倉
庫
の
設
置
等
に
１
，４

７
５
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

他
の
項
目
の
う
ち
、
総
務
費
で

は
、
定
住
促
進
助
成
金
１
，５
９
０

万
円
、
筑
北W

eb

ツ
ー
リ
ズ
ム
事

業
４
７
３
万
6
千
円
な
ど
新
規
事
業

を
計
上
し
ま
し
た
。
農
林
水
産
業
費

に
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
・
有
害
鳥
獣

駆
除
委
託
を
合
わ
せ
、
６
８
４
万
６

千
円
を
計
上
す
る
一
方
、
近
年
被
害

が
拡
大
し
て
い
る
松
枯
れ
対
策
と
し

て
１
，７
１
３
万
9
千
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
教
育
費
で
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
子
ど
も
支
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
に
８
５
８
万
7
千
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

②
性
質
別

　

歳
出
予
算
を
人
件
費
や
物
件
費
な

ど
性
質
別
で
分
類
し
て
み
る
と
、
予

算
全
体
に
占
め
る
割
合
の
大
き
い
順

に
、「
人
件
費
」、「
物
件
費
」、「
公
債

費
」、「
繰
出
金
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、
人
件
費
は
、
昨
年
度

に
比
べ
2
・
9
ポ
イ
ン
ト
減
の
８
億

３
，５
０
５
万
7
千
円
（
２
，５
０
８

万
3
千
円
の
減
）、
公
債
費
は
、
前

年
比
で
20
・
4
ポ
イ
ン
ト
減
の
6
億
２
，

２
３
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
に
比
べ
て
増
加
し
て
い
る

の
は
、「
扶
助
費
」
と
「
普
通
建
設

事
業
費
」
で
す
が
、
扶
助
費
は
、
介

護
給
付
費
や
福
祉
医
療
給
付
費
な
ど

で
、
1
・
9
ポ
イ
ン
ト
増
の
2
億
８
，

２
６
０
万
1
千
円
、
普
通
建
設
事
業

費
に
つ
い
て
は
、
村
営
住
宅
の
建
設
、

交
流
施
設
の
改
修
工
事
等
を
計
上
し

た
結
果
、
7
・
8
ポ
イ
ン
ト
増
の
3

億
７
，７
３
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
特
別
会
計
】（
主
な
も
の
）

《
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
》

　

保
険
者
が
健
康
診
断
を
行
う
（
特

定
健
診
）
の
予
算
と
し
て
４
９
２
万

5
千
円
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
国

民
健
康
保
険
加
入
者
の
人
間
ド
ッ
ク

受
診
補
助
と
し
て
２
５
７
万
5
千
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

《
と
く
ら
温
泉
施
設
特
別
会
計
》

　

通
常
の
予
算
に
加
え
、
現
在
の
施

設
が
開
館
15
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
そ
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
予
算
を
50

万
円
計
上
し
て
い
ま
す
。

《
差
切
峡
温
泉
施
設
特
別
会
計
》

　

昨
年
度
よ
り
長
寿
の
里
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
業
務
形
態
を
変
更
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
利
用
し
て
い

た
だ
く
方
、
そ
れ
を
支
え
る
サ
ポ
ー

タ
ー
の
方
の
身
体
へ
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
な
ど

設
備
の
充
実
を
図
り
ま
す
。（
関
連

予
算
１
６
９
万
１
千
円
）

《
冠
着
温
泉
施
設
特
別
会
計
》

　

平
成
24
年
度
当
初
予
算
は
、
昨
年

度
の
当
初
予
算
に
比
べ
て
１
，３
０

７
万
円
余
り
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
燃
料
代
の
高
騰
や
、
施
設
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
の
見
直
し
な
ど
通

常
業
務
、
施
設
維
持
管
理
に
係
る
部

分
で
の
増
が
主
な
要
因
で
す
。

《
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
》

　

坂
井
地
域
境
無
橋
の
添
架
水
道
管

更
新
工
事
の
た
め
の
予
算
と
し
て
１
，

１
３
０
万
円
を
計
上
し
、
よ
り
良
質

で
安
定
し
た
水
道
水
の
供
給
に
努
め

ま
す
。

歳　出
（性質別）

災害復旧事業費
1万円（ 0.0％）

貸付金
300万円（ 0.1％）

人件費
8億3,506万円（21.4％）

予備費
2億5,000万円（ 1.3％）

普通建設事業費
3億7,733万円（ 9.7％）

積立金
6,140万円（ 1.6％）

繰出金
6億1,195万円（15.7％）

公債費
6億2,230万円（16.0％）

維持補修費
2億3,512万円（ 0.9％）

物件費
6億6,141万円（17.0％）

補助費等
3億5,302万円（ 9.1％）

扶助費
2億8,260万円（ 7.2％）

【歳出】　38億9,320万円

区　　　　　分 平成24年度
予 　 算 　 額 前年度比 一般会計からの

繰　入　金

一 般 会 計 38億9,320万円 △ 7.6％ -　

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

バ ス 事 業 2,280万円 △ 0.2％ 1,977万円

国 民 健 康 保 険 7億2,347万円 2.6％ 4,223万円

国 民 健 康 保 険 診 療 所 6,963万円 1.6％ 1,891万円

後 期 高 齢 者 医 療 6,207万円 △ 2.3％ 2,247万円

介 護 保 険 事 業 6億3,344万円 2.2％ 9,430万円

宅 地 造 成 事 業 744万円 △ 56.1％ 273万円

と く ら 温 泉 施 設 1億4,167万円 △ 1.2％ 2,697万円

差 切 峡 温 泉 施 設 2,936万円 △ 29.4％ 1,762万円

冠 着 温 泉 施 設 １億1,297万円 13.1％ 3,597万円

簡 易 水 道 事 業 2億257万円 3.4％ 8,929万円

集 落 排 水 事 業 １億7,991万円 △ 10.3％ 1億1,895万円

合 併 浄 化 槽 事 業 6,875万円 △ 3.8％ 3,939万円

合　　　　　計 61億4,728万円 △ 4.9％ 　

※表示にあたって、各予算額の千円以下は調整してあります。

平成24年度　筑北村一般会計・特別会計予算総括表
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◇新地方公会計制度に基づき普通会計の財務４表を作成
　従来の地方公共団体の会計制度は、予算に対してどのような歳入や歳出があったのか、資金の
流れに注目した「現金主義・単式簿記」により行われてきました。
　この会計制度は、これからも継続されていきますが、一方でこの会計制度では説明しきれない
項目（資産、負債の蓄積状況や現金の支出を伴わない減価償却費を含めた行政活動に伴うコスト
の情報、将来負担すべき費用など）があります。
　そこで、筑北村では、「発生主義・複式簿記」の企業会計的な手法を取り入れた新地方公会計
制度に基づき、平成 22年度決算については、まず普通会計（一般会計とバス事業特別会計）に
係る財務 4表の作成と公表を行うこととしました。（※財務諸表の詳細については、村のホーム
ページで公表しております。）

＜ 財務諸表１：貸借対照表 ＞

＜ 財務諸表 2：行政コスト計算書 ＞

＜ 財務諸表 3：純資産変動計算書 ＞

＜ 財務諸表 4：資金収支計算書 ＞

財務諸表で見る筑北村（普通会計）の平成22年度決算状況

《資産合計　255 億 4,284 万円》

　⑴金融資産　　　　24 億 830 万円
　　　現金預金、基金、未収金など
　⑵非金融資産　 231 億 3,454 万円
　　　土地、建物、道路、橋りょうなど

《負債合計　58 億 6,718 万円》
公債など将来世代で負担していく債務の合計
金額です。

《純資産合計 196 億 7,566 万円》
過去の世代が負担した金額や国・県が負担し
た将来返済の必要のない金額、財産を表して
います。

　平成 22 年度末時点で保有する資産と、その資産がどのような財源で賄ってきたかを表していま
す。村民一人当たりに換算すると、次の通りです。

　一年間の行政サービスのうち、人的サービスや福祉サービスなど資産の形成につながらない経常
的なサービスに伴う経費（経常費用）とその行政サービスの直接の対価として得られた使用料、手
数料等経常収益の状況を表しています。

　その年度における純資産（貸借対照表上では、資産と負債の差額）の増減を表しています。

村民一人当たりの資産　477 万１千円
村民一人当たりの負債　109 万６千円
村民一人当たりの純資産　367 万５千円（資産と負債の差額）

村民一人当たりの純経常行政コスト　62 万 9 千円

村民一人当たりの純資産残高　367 万 5 千円

（村民一人当たりの金額は、H23.3.31 時点での住民基本台帳人口：5,354 人で計算しています。
以下の項目についても同様です。）

§ 貸借対照表に見る財政状況　
〔 純資産比率（純資産／総資産× 100） 〕 ７７．0％
　企業会計における自己資本比率に相当するものです。資産全体のうち、純資産がどの程度占める
のかを表しています。別の見方をすると、現在までの世代がすでに負担した資産の割合をみる指標
で、この数値が高いほど将来世代への負担の先送りが少ないことになります。

当期変動額：4 億 2,303 万 3 千円

平成21年度末
　純資産残高　192億5,262万9千円

平成22年度末
　純資産残高　196億7,566万3千円

経常的収支（経常的な業務に要する費用と税収や経常業務収益に関する収支） 14億 377 万 9千円①

資本的収支（道路や建物など固定資産の形成や基金積立に要する費用と固定資産の売却や基金の取崩しによる収入に関する収支） △ 10億 6,476 万 5千円②

財務的収支
（地方債の償還と利子の支払い等に要する費用と地方債の
発行等による収入に関する収支）

△ 3億 2,058 万 5千円③

　当期資金収支額（①＋②＋③） 1,842 万 9 千円　

【経常費用】 35億 4,075 万 1千円
　　うち人にかかる費用（人件費） 9億 6,526 万円
　　うち物にかかる費用（物件費、維持補修費、減価償却費など） 12億 6,552 万円
　　うち業務関連費用（公債費利払分） 7,059 万 2千円
　　うち移転支出的な費用（他会計への繰出や各種補助金など） 12億 3,937 万 9千円
【経常収益】 1億 7,452 万 2千円
　　うち業務収益（使用料・手数料等） 1億 1,039 万円
　　うち業務関連収益 6,413 千円

純経常行政コスト（経常費用―経常収益） 33億 6,622 万 8千円
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平成23年度筑北村協働事業支援金の実施結果について
　地域の活力を生み出す協働事業や、発展性のある事業に対して、経費の一部を支援する「筑北村協
働事業支援金」の平成 23 年度実施結果を公表します。

中通集会施設修繕事業【中通常会】卓球練習による区民の健康増進並びに連携向上事業【向原分館】

団 体 名 事 業 名 事  業  内  容  支 援 金 額（円）

からたち倶楽部 保育園交流事業
坂北保育園の畑を利用して、園児とのサツマイモの栽
培収穫

所要額は保育

所費から支出

別 所 有 害 鳥 獣

対 策 有 志 の 会
有害鳥獣対策事業

有害鳥獣対策として地域資源の竹木を活用した小型移
動式イノシシ捕獲檻の作成

17,382

刈 谷 沢 区 刈谷沢第一公民館大集会室床
張り替え事業 区民の手による公民館の床の張り替え 100,000

中 通 常 会 中通集会施設修繕事業
地域住民の手による中通農業生活改善センターの屋根
の塗り替え

43,000

向 原 分 館 卓球練習による区民の健康増進
並びに連携向上事業

卓球の定期的な練習による、区民の運動不足の解消と
連携向上を図るための備品（卓球台）の購入

42,610

夢パレット坂北 

自 治 会
地域イベント開催事業

多くの住民が参加し、活力を生み出せるイベントへと発
展継続させていくための備品（冷蔵庫・テーブル）の購入

89,100

坂 北 農 作 業 

ヘ ル パ ー 組 合
胡麻栽培研修事業 先進地での講習会参加による胡麻栽培の推進 55,948

玉 根 常 会 玉根常会集会施設の協働によ
る環境整備事業（屋根塗装） 地域住民の手による玉根集会施設の屋根の塗り替え 91,745

安 坂 中 村 常 会 安坂中村常会集会施設の協働
による環境整備事業（屋根塗装） 地域住民の手による安坂中村集会施設の屋根の塗り替え 48,000

筑 北 村 

重 ね 煮 研 究 会
重ね煮研究普及事業

重ね煮調理法の研究・開発のための耐熱鍋の購入と
村民への広報活動

92,088

原 常 会 原地区防災対策事業
常会員の人命、家屋の安全確保のため、災害対応装備

（ヘルメット・土のう袋等）の整備
100,000

原 常 会 原地区桜街道整備事業
村道原線（通称桜街道）の既存の桜木整備及び苗木の
補植による環境整備と景観形成

98,880

　

委
員
会
で
は
、
地
域
活
動
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
図
る
た

め
、
村
の
役
職
等
へ
の
女
性
の
登
用

率
と
い
っ
た
数
値
の
み
を
問
題
と
す

る
の
で
な
く
、
現
在
地
域
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
女
性
（
男
性
）
を
取
り
上

げ
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
共
同
参

画
の
あ
り
方
を
み
ん
な
で
考
え
て
い

こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
初
回
は
、
昨
年
度
ま
で
２
年

間
、
健
康
づ
く
り
推
進
員
会
の
会
長

を
務
め
ら
れ
た
宮
川
国
英
さ
ん
に
お

話
し
を
伺
い
ま
し
た
。
お
よ
そ
１
１

０
人
い
る
健
康
づ
く
り
推
進
員
の
う

ち
、
男
性
は
わ
ず
か
数
名
。
健
診
申

し
込
み
の
取
り
ま
と
め
や
年
６
回
に

わ
た
る
学
習
会
へ
の
参
加
を
主
な
役

割
と
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

●
健
康
づ
く
り
推
進
員
は
、
ど
な
た

が
な
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
の
で
す

が
、
常
会
長
が
ほ
と
ん
ど
男
性
と
決

ま
っ
て
し
ま
う
の
に
対
し
て
、
健
康

づ
く
り
推
進
員
は
女
性
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
っ
て
、
男
性
が
な
ら
れ
た
と
い

う
の
は
年
代
の
違
い
か
と
思
い
ま
し

た
が
、
ど
う
で
し
た
か
？

　
「
常
会
で
役
員
が
回
っ
て
き
た
と

き
に
、
た
ま
た
ま
う
ち
は
“
自
分
が

出
れ
ば
い
い
の
か
な
（
出
て
み
よ

う
）。”
と
思
い
、
会
議
に
出
た
と
こ

ろ
、“
女
性
だ
け
の
会
な
の
？
”
と

戸
惑
い
ま
し
た
。
会
議
が
な
か
な
か

回
っ
て
い
か
な
い
の
で
発
言
し
た
ら
、

自
分
が
会
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
ん
な

研
修
会
が
あ
る
こ
と
を
全
く
知
ら
ず
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。」

●
そ
う
で
す
ね
。
家
族
の
健
康
管
理

は
女
性
の
得
意
分
野
と
さ
れ
て
き
た

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。
健
康
づ
く

り
推
進
員
を
さ
れ
た
経
験
は
ど
こ
か

に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
「
習
っ
た
こ
と
を
発
表
す
る
機
会

が
常
会
で
は
な
か
な
か
な
い
の
で
、

自
分
の
も
の
に
し
か
な
ら
な
い
で
す
。

研
修
で
た
ば
こ
の
害
を
実
感
し
、“
止

め
て
よ
か
っ
た
。”
と
い
う
考
え
に

は
な
り
ま
し
た
が
、
人
に
は
押
し
付

け
な
い
で
す
。
余
計
ス
ト
レ
ス
に
な

り
ま
す
か
ら
。
食
育
と
か
も
気
に
は

す
る
け
ど
、
行
動
ま
で
は
し
な
い
。」

●
行
動
は
し
な
く
て
も
、
学
ん
だ
こ

と
は
自
分
の
頭
の
中
に
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
健
康
に
関
す
る
学
習

会
も
時
間
帯
や
日
を
工
夫
し
て
男
性

が
多
く
聴
け
る
よ
う
に
で
き
れ
ば
い

い
で
す
ね
。
料
理
教
室
を
や
っ
て
も

男
性
は
人
数
が
集
ま
ら
ず
、
参
加
し

て
み
る
と
楽
し
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

ど
う
も
一
歩
が
出
な
い
よ
う
で
す
。

　
「
一
歩
が
大
切
で
す
ね
。」

●
お
休
み
を
取
る
の
に
会
社
の
理
解

は
ど
う
で
し
た
か
？

　
「
会
社
か
ら
は
“
今
度
は
役
を
受

け
て
く
る
な
。”
と
言
わ
れ
ま
し
た

が
、
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、
一

応
そ
れ
は
無
理
だ
と
言
い
ま
す
。
共

働
き
で
家
庭
が
成
り
立
っ
て
い
る
の

で
、
別
に
何
で
も
か
ん
で
も
か
み
さ

ん
に
押
し
付
け
る
こ
と
は
、
自
分
は

し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。」

●
会
社
を
休
ん
で
遊
ん
で
い
る
わ
け

で
な
し
、
結
果
的
に
会
社
の
た
め
に

も
良
い
効
果
が
期
待
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
今
、
子
育
て
や
介
護
の
た
め

に
国
で
い
く
ら
“
育
児
休
暇
等
を
取

り
な
さ
い
。“
と
言
っ
て
も
、
と
る

人
は
少
な
い
状
況
で
す
。
会
社
の
体

質
を
変
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
は
ど
ち
ら
が
出
ま
す
か
？

　
「
役
員
は
男
性
・
女
性
で
振
り
分

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
長
に
女
性
が

な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
思
う
け

ど
、
た
ま
た
ま
だ
け
ど
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報

の
写
真
を
見
た
ら
、
会
長
は
全
員
男

性
で
し
た
。
そ
の
中
に
女
性
が
い
た

ら
、
お
か
し
く
思
っ
ち
ゃ
う
か
も
し

れ
な
い
。」

●
女
性
も
“
お
父
さ
ん
に
任
せ
て
お

け
ば
い
い
。”
と
い
う
立
場
で
や
っ

て
き
て
い
ま
し
た
か
ら
。
し
か
し
、

今
は
も
う
、
壁
が
取
り
払
わ
れ
て
、

自
然
体
で
や
っ
て
い
る
若
い
人
が
増

え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
得
意
、
不
得
意
あ
る
よ
ね
。
自

分
が
学
年
の
副
会
長
を
受
け
た
時
は
、

学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
長
は
女
性
で
、
自

分
以
外
は
全
部
女
性
で
し
た
。
出
ら

れ
る
人
が
出
れ
ば
い
い
。」

●
最
後
に
、
女
性
に
こ
う
し
て
ほ
し

い
と
か
は
あ
り
ま
す
か
？

　
「
会
議
に
若
い
人
が
出
て
こ
な
い

よ
ね
。
大
半
は
年
を
め
さ
れ
た
方

で
。」

●
若
い
女
性
に
も
出
て
も
ら
え
る
よ

う
、
会
議
の
間
子
供
の
面
倒
を
見
る

よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
は
可

能
だ
と
思
い
ま
す
。
若
い
人
に
「
役

を
受
け
て
、
会
議
に
出
る
こ
と
は
大

変
。」
で
は
な
く
、「
や
っ
て
み
た
ら
、

た
め
に
な
っ
て
楽
し
い
！
」
と
、
ぜ

ひ
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
っ
て
な
ー
に
？

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

　

区
の
会
合　

今
日
は
母
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
番
だ
よ
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村
民
の
方
の
住
環
境
の
整
備
、
地

域
経
済
の
活
性
化
及
び
若
者
の
定
住

促
進
を
図
る
た
め
、
平
成
24
年
度
か

ら
、
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
新
増
改

築
ま
た
住
宅
用
地
の
取
得
な
ど
に
対

す
る
新
し
い
補
助
金
制
度
を
開
始
し

ま
し
た
。
こ
の
制
度
の
期
間
は
平
成

28
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
計
画
で
す
。

◎
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
補
助
金
制
度

○
補
助
対
象
住
宅
・
工
事

　

村
内
に
あ
る
住
宅
で
、
村
内

施
工
業
者
が
行
う
工
事
費
用
が

20
万
円
以
上
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
＊
浴
室
、
台
所
ト
イ
レ
等
水
ま
わ

り
の
リ
フ
ォ
ー
ム
及
び
給
湯
器

の
設
置
、
交
換
工
事
は
工
事
費

の
み
が
対
象
で
す
。

○
補
助
金
額

　

対
象
工
事
費
の
20
％
（
１
万
円

未
満
切
り
捨
て
）
で
上
限
額
は

15
万
円

○
申
請
の
方
法

　

申
請
書
に
工
事
の
見
積
書
、
工

事
箇
所
の
写
真
、
図
面
、
村
税

　

最
近
、
村
へ
の
移
住
希
望
者
か
ら
、

空
き
家
を
探
し
て
い
る
と
い
う
お
問

い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
ま
す
。
一
方

で
村
内
の
空
き
家
が
増
加
し
、
家
が

傷
む
の
で
誰
か
に
住
ん
で
も
ら
い
た

い
と
い
う
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
村
で
は
人
口
増
加
対
策
と
し

て
、「
空
き
家
情
報
登
録
制
度
」（
空

き
家
バ
ン
ク
）
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。
空
き
家
を
売
り
た
い
ま
た
は

貸
し
た
い
所
有
者
と
、
空
き
家
に
住

み
た
い
方
に
登
録
を
し
て
も
ら
い
、

村
が
そ
の
橋
渡
し
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
空
き
家
活
用
事
業
と
し

て
、
空
き
家
に
残
る
家
財
整
理
の
た

め
の
補
助
制
度
も
同
時
に
開
始
し
ま

し
た
。

登
録
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

村
づ
く
り
推
進
室電

話
66
―
２
２
１
１

新
し
い
住
宅
関
連
補
助
金

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

空
き
家
情
報
登
録
制
度

（
空
き
家
バ
ン
ク
）の
お
知
ら
せ

有
害
獣
防
除
対
策
事
業
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

平
成
24
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
料

の
納
税
証
明
書
ま
た
は
納
税
状

況
閲
覧
同
意
書
を
添
付
し
て
、

産
業
課
商
工
観
光
係
へ
提
出

＊
工
事
着
工
の
14
日
前
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
村
が
行
う

補
助
金
の
交
付
決
定
前
に
着
工

し
た
工
事
に
は
補
助
金
が
交
付

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
課
商
工
観
光
係

　
　

電
話
67
―
２
０
０
２

◎
定
住
促
進
の
た
め
の
住
宅
・
宅
地

　等
助
成
金
制
度

○
助
成
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
村
内
定
住
の
た
め
に
、
工
事
金

額
５
０
０
万
円
以
上
の
住
宅
を

新
築
・
増
改
築
し
た
方
、
も
し

く
は
２
年
以
内
に
住
宅
の
建
築

を
行
う
見
込
み
の
住
宅
用
地
を

取
得
し
た
方
、
ま
た
は
中
古
住

宅
や
中
古
住
宅
の
宅
地
を
取
得

し
た
方

＊
平
成
24
年
４
月
１
日
以
降
に
契

約
を
締
結
し
た
も
の
が
対
象
で

す
・ 

村
内
定
住
の
意
思
が
認
め
ら
れ
、

助
成
金
の
申
請
時
点
で
の
年
齢

（
申
請
者
が
ご
夫
婦
の
場
合
は

ど
ち
ら
か
の
年
齢
）
が
45
歳
未

満
の
方

＊
現
在
筑
北
村
に
住
民
登
録
の
あ

る
方
、
新
た
に
転
入
さ
れ
る
方

ど
ち
ら
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

・
区
や
常
会
な
ど
の
住
民
自
治
組

織
に
加
入
し
て
、
地
域
の
行
事

に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
思
の

あ
る
方

・
市
区
町
村
税
や
市
区
町
村
に
納

入
す
る
使
用
料
・
負
担
金
に
未

納
の
な
い
方

○
助
成
金
額
は
、
左
表
の
と
お
り

で
す
。

○
申
請
の
方
法

　

申
請
書
に
、
区
分
ご
と
に
定
め

ら
れ
た
必
要
書
類
を
添
付
し
て

村
づ
く
り
推
進
室
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
申
請
書
と
助
成
金
交
付
要
綱
は

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　

村
づ
く
り
推
進
室

　

電
話
66
―
２
２
１
１

定住促進のための住宅・宅地等助成金
平成24年度からの介護保険料

区　分 助 成 額 上 限 額（万円）

住宅の新築・
増改築

建築工事費の
10 分の 1

新築
村内業者が施工 120
村外業者が施工 100

増改築
村内業者が施工 70
村外業者が施工 50

新築用の住宅
用地の取得

取得金額の
3 分の 1

村分譲地　　 　80
その他の宅 　　60

中古住宅の
取得

取得金額の
3 分の 1 100

中古住宅用地
の取得

取得金額の
3 分の 1 　　　　　 　　60

　

有
害
獣
防
除
対
策
の
た
め
、
防
護

柵
・
ネ
ッ
ト
・
電
気
牧
柵
等
の
防
除

対
策
用
品
を
ご
購
入
さ
れ
る
方
に
、

購
入
額
の
２
分
の
１
（
但
し
、
上
限

を
３
０
万
円
と
す
る
）
を
予
算
の
範

囲
内
で
補
助
し
ま
す
。
申
請
の
要
件

に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
筑
北
村
在
住
の
農
業
者

・
設
置
場
所
は
筑
北
村
内

・
設
置
農
地
は
、
５
０
０
㎡
以
上
の

農
地
で
、
現
在
耕
作
し
て
い
る
こ

と
。

　

申
請
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役

場
産
業
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

坂
井
総
合
支
所

産
業
課　

農
政
係　

67
―
２
０
０
２

　

こ
の
度
、
筑
北
村
の
65
歳
以
上
の

方
（
第
1
号
被
保
険
者
）
の
介
護
保

険
料
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
高
齢
者
の
増
加
、
利

用
率
の
増
加
、
地
域
内
の
介
護
施
設

利
用
状
況
等
を
考
慮
し
、
今
年
度
か

ら
介
護
保
険
料
を
増
額
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
の
方

に
も
、
40
歳
以
上
の
方
に
も
保
険
料

を
負
担
い
た
だ
き
、
社
会
全
体
で
介

護
が
必
要
な
高
齢
者
を
支
え
る
制
度

で
す
。
今
後
も
制
度
の
健
全
な
運
営

の
た
め
保
険
料
の
納
付
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

段　階 対　象　者 年間保険料 月　額

第1段階 生活保護受給者及び老齢福祉年金受
給者で世帯全員が住民税非課税の方 28,200円 2,350円

第2段階
世帯全員が住民税非課税の方で、前
年の合計所得金額と課税年金収入額
の合計額が80万円以下の方

28,200円 2,350円

第3段階 世帯全員が村民税非課税の方で第2
段階に該当しない方 42,300円 3,525円

第4段階 世帯の誰かに村民税が課税されてい
るが、本人は住民税非課税の方 56,400円 4,700円

第5段階 本人が住民税非課税で合計所得金額
190万円未満の方 70,500円 5,875円

第6段階 本人が住民税非課税で合計所得金額
190万円以上の方 84,600円 7,050円

【お問い合わせ】　住民福祉課　福祉係（電話６６－２１１１） ※助成金の返還が生じる場合があります。
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　前号に続き、今回は家族の肥満度についてのお話です。
　BMI（Body　Mass　Index= ボディ・マス・インデックス）という言葉を耳にされた
ことはありますか ?
　これは疫学調査に基づき、成人の肥満の判定として世界的に用いられている指標です。
　BMI が 22 という数字が最も病気になりにくいといわれ、BMI が 25 以上は肥満、18 以
下はやせとなります。

　成人の標準体重（㎏）=身長（m）×身長（m）×22

では、お父さんお母さんご自分のBMI を計算してみましょう !!
　
　BMI=体重（㎏）/身長（m）/身長（m）

　次に小児期の肥満度の算定についてですが、これにはいろいろな算出方法があり、国にお
いても厚生労働省と文部科学省でも統一されてこなかったのが現状です。
　成人と同じにBMI を用いれない理由には、小児期には年齢に伴う身長、体重、そして体
組成の変動があるため一律化できないことによります。

　現在最もポピュラーに使用されるようになっているのが下記の方法となっています。
　　

肥満度（%）=[実測体重(㎏)―身長別標準体重※(㎏)]/身長別標準体重(㎏)×100

　　　※身長別標準体重=a×実測身長(㎝)-b　【下記の表よりaとbの係数を入れて算出】

例）8歳男子、身長 125㎝、体重　
　　35㎏の場合
まず、
身長別標準体重=0.592 × 125 ー
　　　　　　　　48.804=25.196
次に
肥満度=[35-25.196]/25.196
　　　　　　　　× 100=+38.91

判定結果
軽 度 肥 満 :　+20%~+30%未満
中等度肥満 :　+30%~+50%未満
高 度 肥 満 :　+50%以上

や　　　せ :　-20%以下
高度のやせ :　-30%以下

この8歳男子の判定結果は中等度肥満ということになります。

＊保育園・小学校では6月30日までに学校保健法等の施行規則の中で健康診断が行われます。
＊40 歳以上の成人の方には特定健診が実施され、国民健康保険加入者には村での検診が
　5月 23日から始まります。

1 年に 1 度は必ず健康診断を受け、自分の家族の健康状態を確認しましょう !!
ご不明な点は住民福祉課健康づくり係までお気軽にご相談くださいね。

ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン
予防接種について

国の「子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業」の延長に伴い、筑北村ではヒ
ブワクチン・小児肺炎球菌の無料接種期間を平成25年3月31日まで延長します。
ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチンは、小児の細菌性髄膜炎、敗血症、肺炎

などの重症感染症を予防するものです。（詳細は、村よりお配りしている“予防接
種と子どもの健康”をご覧ください。）
これらの予防接種は、予防接種法に基づくものではないため、定期接種のよう

に努力義務はありません。「予防接種と子どもの健康」に任意の予防接種につい
ても説明されていますので、各予防接種の説明等をお読みいただき、希望される
方は、問診票を住民福祉課窓口へ取りに来ていただき、各自医療機関に事前予約
をしてお受けください。
なお、昨年度接種した方は、追加接種が必要な場合がありますので、接種間隔

や回数等わからない場合は住民福祉課保健師(電話６６－２１１１)までお問い
合わせください。

平成24年度「乳がん・子宮がん・大腸がんの無料検診対象の方へ」
　日本のがん検診受診率を 50％にあげることを目標として、平成 21年度から、一定の
年齢の方々に対して「がん検診無料クーポン券」の配付を開始しました。
　これにより、全国の市区町村で、子宮頸がん・乳がん・大腸がんの各検診が無料とな
ります。

前年度（平成23年4月2日～平成24年4月1日）において以下の年齢に達した方が対
象となります。

《子宮頸がん検診》の対象となる方
　　　　　前年度に20歳・25歳・30歳・35歳・40歳になられた女性

《乳がん検診》の対象となる方
　　　　　前年度に40歳・45歳・50歳・55歳・60歳になられた女性

《大腸がん検診》の対象となる方
　　　　　前年度に40歳・45歳・50歳・55歳・60歳になられた男性及び女性

（40歳になられた女性の方の場合、子宮頚がん・乳がん・大腸がんのすべてが無料検診となります。）

同封の「検診手帳」の説明をお読みいただき、「がん検診無料クーポン券」を利
用してあなたの健康を守るために、がん検診を受けましょう。

♪すこやか子育てだより♪♪すこやか子育てだより♪♪すこやか子育てだより♪♪すこやか子育てだより♪♪すこやか子育てだより♪

小児メタボリックシンドロームを防ぐには（Ⅱ）
♪すこやか子育てだより♪♪すこやか子育てだより♪♪すこやか子育てだより♪♪すこやか子育てだより♪♪すこやか子育てだより♪

年齢 男　子 年齢 女　子
a b a b

5 0.386 23.699 5 0.377 22.750
6 0.461 32.382 6 0.458 32.079
7 0.513 38.878 7 0.508 38.367
8 0.592 48.804 8 0.561 45.006
9 0.687 61.390 9 0.652 56.922
10 0.752 70.461 10 0.730 68.091
11 0.782 75.106 11 0.803 78.846
12 0.783 75.642 12 0.796 76.934
13 0.815 81.348 13 0.655 54.234
14 0.832 83.695 14 0.594 43.264
15 0.766 70.989 15 0.560 37.002
16 0.656 51.822 16 0.578 39.057
17 0.672 53.642 17 0.598 42.339
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村
で
は
、
昨
年
11
月
に
東
山
で
発

生
し
た
、
漏
水
防
止
シ
ー
ト
が
張
ら

れ
た
た
め
池
で
の
事
故
を
受
け
て
、

村
内
に
18
ヶ
所
あ
る
シ
ー
ト
張
り
の

農
業
用
た
め
池
に
脱
出
（
救
助
）
用

の
ロ
ー
プ
と
浮
輪
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

シ
ー
ト
張
り
の
た
め
池
は
、
誤
っ

て
転
落
す
る
と
つ
か
ま
る
場
所
が
な

く
、
表
面
に
薄
く
堆
積
し
た
土
等
で

滑
り
、
は
い
上
が
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
堤
体
部
分
に
立
て
た

支
柱
と
水
面
に
浮
か
べ
た
浮
輪
を
ロ

ー
プ
で
つ
な
ぎ
、
万
一
転
落
し
た
場

合
も
浮
輪
に
つ
か
ま
る
こ
と
で
、
溺

れ
な
い
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。
特

に
規
模
の
大
き
い
全
面
シ
ー
ト
張
り

の
た
め
池
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
浮

輪
を
設
置
し
、
浮
輪
ど
う
し
を
ロ
ー

プ
で
ル
ー
プ
状
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
、

浮
輪
か
ら
離
れ
た
位
置
で
転
落
し
て

も
ロ
ー
プ
を
伝
っ
て
浮
輪
の
位
置
ま

で
移
動
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
シ
ー
ト
張
り
の
た
め
池

以
外
も
調
査
し
、
安
全
確
保
の
図
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

　

例
年
全
国
各
地
で
痛
ま
し
い
水
難

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す

　

農
作
業
が
盛
ん
に
な
る
５
月
か
ら

９
月
に
か
け
て
、
た
め
池
や
農
業
用

水
路
は
満
水
の
状
態
と
な
り
、
水
の

流
れ
も
速
く
危
険
で
す
。
施
設
の
維

持
管
理
を
実
施
す
る
場
合
は
、
一
人

で
は
な
く
、
必
ず
複
数
で
実
施
す
る

よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。　
　
　

　

ま
た
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
に
と
っ

て
は
特
に
危
険
な
場
所
に
な
り
ま
す
。

た
め
池
に
安
全
対
策

た
め
池
・
水
路
で
の

水
難
事
故
防
止
に
つ
い
て

　

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
、
次
の

こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
子
ど
も
た
ち
が
た
め
池
や
水
路
の

近
く
で
遊
ん
で
い
る
の
を
見
か
け

た
ら
、
別
の
場
所
で
遊
ぶ
よ
う
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

●
立
入
を
禁
止
す
る
看
板
や
フ
ェ
ン

ス
な
ど
が
あ
る
場
所
に
は
、
子
ど

も
た
ち
を
近
づ
け
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

●
日
頃
か
ら
ご
家
庭
内
で
水
路
や
池

の
近
く
で
は
絶
対
に
遊
ば
な
い
よ

う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

　自動車税・軽自動車税は、5月31日（木）までに納めましょう　
　平成２４年度の自動車税・軽自動車税の納期限は、5月 31日です。必ず納期限までに納めましょう。
　自動車税・軽自動車税は、各年度の 4月 1日を基準として自動車・バイクを所有されている方
に課税されますので、納税通知書によりお近くの金融機関等で納付してください。自動車の継続
検査（車検）又は構造等変更検査を受けるときには、自動車税納税証明書が必要です。この納税
証明書は納税通知書の領収書の横についていますので、納付が済みましたら自動車検査証と一緒
に大切に保管してください。
　ご不明な点、ご相談は次の連絡先までご連絡ください。

◆軽自動車税に関すること　筑北村総務課総務係　　　　（電話６６－２２１１）まで
◆自動車税に関すること　　長野県松本地方事務所税務課（電話４０－１９０６）まで

松本広域連合消防職員採用資格試験（上級）
申込期間:平成24年6月6日（水）～6月10日（日）

来年4月に採用予定の松本広域連合消防職員（上級）の採用資格試験を次のとおり実施します。
◆募集内容

試験区分 採用予定人員 受　験　資　格

上級 消防 若干名 昭和 59 年 4 月 2 日から平成 3 年 4 月 1 日までに生まれた人で、
大学卒業程度の学力を有する人

◆第 1 次試験（教養・適性・体力試験）
⑴　平成24年6月24日（日）
⑵　場所：教養試験　松本広域消防局・体力試験　松本市中央体育館（Ｍウイング）

◆受験申込
平成24年6月6日（水）から6月10日（日）までに、松本広域連合事務局（松本市役所大手事務所6階）
へ、本人が直接、試験申込書を持参してください。土、日曜日も受付を行います。

◆試験案内・申込用紙
松本広域連合事務局・消防局・各消防署、松本広域連合関係の市役所・役場にあります。
※郵送希望の人は、140円切手を貼付し、送付先の住所・氏名を記載した角2の返信用封筒を同封

の上、赤字で「試験案内希望」と明記してお早めに次まで請求してください。
〒 390-0874　松本市大手 3 丁目 8 番 13 号　松本市役所大手事務所 6 階

松本広域連合事務局総務課　（電話 0263-34-3250）　　
※　試験案内はホームページでもご覧になれます。アドレス http://www.m-kouiki.or.jp

平成 24 年度自衛官募集案内
防衛省では、下記の予定で特別職国家公務員「自衛官等」の受付及び試験を実施します。

試験種目 応募資格 受付期間 試験日

自衛官候補生
男子

18歳以上27歳未満
年間を通じて受付 受付時にお知らせします

女子 8月1日～9月7日 9月23日～26日の内
指定されたいづれか1日

一般曹候補生 男女 18歳以上27歳未満 8月1日～9月7日 1次：9月17日
2次：10月4日～11日

看護学生 男女 高卒（見込含）24歳未満 9月3日～10月1日 1次：10月20日
2次：11月17日・18日

航空学生 男女 高卒（見込含）21歳未満 8月1日～9月7日
1次：9月22日
2次：10月13日～18日
3次：11月10日～12月13日

防衛大学校
学　　生

推薦

男女

（推薦は、学校長が推薦で
きる者）　　　　　　　

高卒（見込含）21歳未満

9月3日～9月5日 9月29日・30日
総合
選抜 9月3日～9月5日 1次9月29日

2次10月20日・21日
一般

（前期） 9月3日～10月1日 1次11月10日・11日
2次12月11日～15日

一般
（後期） 25年1月23日～2月1日 1次25年3月2日

2次25年3月15日
防衛医科大学校
学　　　　　生 男女 高卒（見込含）21歳未満 9月3日～10月1日 1次10月27日・28日

2次12月5日～7日

高等工科
学校生徒

推薦
男子 中卒（見込含）17歳未満

11月1日～12月7日 25年1月12日～14日

一般 11月1日～25年1月7日 1次25年1月19日
2次25年2月2日～5日

お問い合わせ先：自衛隊長野地方協力本部松本事務所・広報センター「信濃」
　　　　　　　　松本市深志 2-6-5　マルナカ深志ビル 1F　電話・FAX：0263-36-2787 あ

ぶ
な
い
！

池
の
近
く
で
遊
ば
な
い
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筑北村・議会事務局・教育委員会等 担当者一覧
組織変更に伴って【課名】等の一部が変更になっています。
また、この４月１日人事異動により担当者が一部替わりました。今後ともよろしくお願いします。

電
話
番
号
等
一
覧

◇
坂
北
総
合
支
所

（
総
務
課・村
づ
く
り
推
進
室・村
民
課・

議
会
事
務
局
・
会
計
室
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
６

－

２
２
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
６

－

３
６
５
６

◇
本
城
総
合
支
所

（
住
民
福
祉
課
・
建
設
課
・
村
民
課
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
６

－

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
６

－

３
３
７
０

◇
坂
井
総
合
支
所  

（
産
業
課
・
村
民
課
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７

－

２
０
０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
７

－

３
６
８
７

◇
筑
北
村
教
育
委
員
会
事
務
局

（
こ
ど
も
支
援
課
・
生
涯
学
習
課
・

学
校
等
統
合
準
備
室
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７

－

１
１
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
７

－

２
１
７
０

◇
筑
北
村
公
民
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７

－

２
０
６
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
７

－

２
１
７
０

◇
本
城
保
育
園Ｔ

Ｅ
Ｌ
６
６

－

２
９
７
５

◇
坂
北
保
育
園Ｔ

Ｅ
Ｌ
６
６

－

２
０
４
３

◇
坂
井
保
育
園Ｔ

Ｅ
Ｌ
６
７

－

２
１
５
３

◇
西
条
温
泉
と
く
ら

Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
６

－

２
１
１
４

◇
坂
北
荘

Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
６

－

２
２
２
３

◇
冠
着
荘

Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７

－

２
２
１
６

◇
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
６

－

２
３
２
２

◇
国
民
健
康
保
険
診
療
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７

－

４
１
１
５

平成24年4月より、一部組織変更がされました。　
※【　】内は、その課が置かれている場所です。

平成24年4月1日現在

村長　飯森紀元

　

　

農

林

係

健

康

づ
く
り
係

福

祉

係

建

設

係

副村長　宮坂敬司

　
課
長
　
太
田
巨
之

こ

ど

も

支

援

係

生

室
長
　
玉
井
光
一

高
附
桂
子

学
校
等
統
合
準
備
室

涯
学
習
課

生
涯
学
習
係

倉
下
正
弘

教
育
長

　
課
長
　
藤
原
孝
一

総

務

係

企
画
財
政
係

筑
北
村
議
会

上
下
水
道
係

議
会
事
務
局

併
選
挙
管
理
委
員
会
・
監
査
委
員
会
事
務
局

坂
北

　
局
長

小
村
　
忠

住

民

係

商
工
観
光
係

筑
北
村
教
育
委
員
会

差
切
峡
温
泉
　坂
北
荘

　
所
長
事
務
取
扱
（
兼
）
滝
澤
昭
文

草
湯
温
泉
　
冠
着
荘

　
　所
長
　
窪
寺
　
務

西
条
温
泉
　
と
く
ら

　
　所
長
（
兼
）
西
村
清
市

温
泉
施
設
総
支
配
人

　
　
　
　
　
　
西
村
清
市

会
計
管
理
者

　
　
　
（
兼
）
関
川
修
次

本
城
保
育
園
　
園
長

　
　
　
　
小
河
原
寿
美
子

坂
北
保
育
園
　
園
長

　
　
　
　
清
水
智
香
子

坂
井
保
育
園
　
園
長

総
括
園
長（
兼
）嶋
田
　
緑

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
放
課

後
児
童
施
設
・
児
童
館
長

産
業
課
【
坂
井
】

　
　
　
課
長
　
吉
池
昌
昭

【
坂
井
】
こ
ど
も
支
援
課
　

村
民
課
【
坂
井
】

総
合
支
所
長

　
　
（
兼
）
村
民
課
長

　
　
　
（
兼
）
吉
池
昌
昭

村
民
課
【
本
城
】

　
総
合
支
所
長

　
　
（
兼
）
村
民
課
長

　
　
　
（
兼
）
岩
淵
俊
夫

村
民
課
【
坂
北
】

　
総
合
支
所
長

　
　
（
兼
）
村
民
課
長

　
　
　
（
兼
）
関
川
修
次

村
づ
く
り
推
進
室【
坂
北
】

　
室
長
（
兼
）
宮
坂
敬
司

学
校
等
統
合
担
当

　
　
　
課
長
　
玉
井
光
一

総
務
課
【
坂
北
】

　
　
　
課
長
　
関
川
修
次

建
設
課
【
本
城
】

　
　
　
課
長
　
宮
下
敏
彦

住
民
福
祉
課
【
本
城
】

　
　
　
課
長
　
岩
淵
俊
夫

国
民
健
康
保
険
診
療
所

　
　
　
所
長
　
城
田
俊
英

社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

　
　
所
長
事
務
取
扱
（
兼
）
岩
淵
俊
夫

（
兼
）
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

　
　
　
所
長
事
務
取
扱

行

政

・

人

事

宮
島
治
彦

固
定
資
産
税
・
財
産
管
理
・
建
築
確
認

宮
嶋
隆
一

住
民
税
・
諸
税
・
交
通
災
害
共
済

山
岸
佳
子

条

例
・

広

報
・

行

革

上
條
正
登
（
県
職
員　

交
流
）

消
防･

防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全

渡
辺
晃
一

給
与
・
福
利
・
庶
務
・
統
計

宮
澤
文
香

地

籍

調

査
・

財

産

管

理

吉
池
祐
一
・
丸
山
一
幸

地

籍

調

査

今
井
智
浩
（
長
土
連
職
員　

交
流
）

総
務
課
付（
後
期
高
齢
者
派
遣
）

桐
山
次
子
（
派
遣
）

（
長
野
県
派
遣
）

葦
沢
博
幸
（
派
遣
）

企

画

財

政
・

広

域

連

合

（
兼
）
宮
島
治
彦

企

画

財

政
・

宅

地

分

譲

細
田
雅
義

企
画
財
政
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理

滝
澤
孝
史

企
画
財
政
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

洞
圭
司

届
出
・
証
明
・
国
保
・
年
金
・
庁
舎
庶
務

宮
澤
か
ず
子

各
種
届
出
・
証
明
・
国
保
・
年
金

（
兼
）
堀
内
克
美

文
書
配
布
・
総
合
支
所
間
連
絡
調
整

（
兼
）
宮
澤
文
香

地

域

振

興
・

庁

舎

管

理

（
兼
）
渡
辺
晃
一
・
吉
池
祐
一

各

種

証

明
・

公

金

収

納 

自

動

車

臨

時

運

行

許

可

渡
辺
久
美

庁

舎

管

理
・

情

報

（
兼
）
高
附
靖

各

種

申

請
・

届

出

受

理

（
兼
）
小
河
原
栄
子

地
域
振
興
・
総
合
支
所
間
連
絡
調
整

（
兼
）
鎌
田
康
治

福
祉
医
療
・
高
齢
者
医
療
・
国
民
年
金
・
子
ど
も
手
当

田
中
玲
子

環
境
衛
生
・
村
営
墓
地
管
理

高
附
靖

戸

籍
・

住

基
・

印

鑑

小
河
原
栄
子

国

保
・

消

費

者

行

政

鎌
田
康
治

建
設
・
砂
防
・
土
地
改
良

久
保
村
公
雄

土
地
改
良
・
耕
地
地
す
べ
り

中
澤
康

建

設
・

道

路

維

持

小
山
寿
康

住

宅

・

建

設

窪
田
竜

上

下

水

道

花
岡
孝
芳

下

水

道

中
澤
明
彦

上

水

道

瀧
澤
誠

庶

務

小
関
美
幸

上

水

道

坂
間
康
二

農
業
委
員
会
・
農
地
利
用

山
田
充
彦

農
業
振
興･

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

窪
田
信
幸

開
発
公
社
・
農
業
六
次
産
業
・
加
工
施
設

山
田
隆
宣

林
務
・
治
山
林
道･

鳥
獣
対
策

宮
坂
英
幸

戸
別
所
得
補
償
・
農
業
再
生
協
議
会

花
岡
牧
彦

園
芸
畜
産
・
直
接
支
払･

鳥
獣
害

宮
下
聡

開
発
公
社
・
農
業
六
次
産
業
・
加
工
施
設

青
島
彰

森
林
組
合
・
林
道
維
持
・
鳥
獣
害
対
策

吉
池
晃
司

各
種
届
出
・
証
明
・
公
金
収
納

滝
澤
久
子

地
域
振
興
・
福
祉
・
公
共
交
通

（
兼
）
飯
田
文
江

地
域
振
興
・
環
境
衛
生
・
情
報

（
兼
）
柳
澤
隆
徳

施
設
管
理
・
建
設
上
下
水
道

（
兼
）
吉
池
晃
司

商

工

観

光

（
兼
）
山
田
充
彦

商
工
・
勤
労
者
互
助
会
・
企
業
誘
致

飯
田
文
江

交
流
・
農
商
工
連
携
・
観
光

柳
澤
隆
徳

学
校
教
育
・
子
ど
も
支
援

升
田
一
博

幼
児
教
育
・
子
育
て
支
援

市
川
正

教

育

委

員

会

事

務

若
林
真
弓
・
林
ひ
ろ
み
（
育
休
）

学

校

給

食

事

務

吉
池
幸
子

学

校

給

食

植
原
浩
子
・
根
石
和
子

若
林
啓
子
・
関
川
直
子
・
宮
澤
み
よ

用

務

員

川
村
茂
之

公

民

館
・

全

地

域

担

当

矢
原
恵
子

公
民
館
・
坂
井
地
域
担
当

宮
下
慎
一

公
民
館
・
本
城
地
域
担
当

山
越
玲
彦

公
民
館
・
坂
北
地
域
担
当

久
保
田
康
司

洞
真
理
子
（
育
休
）

議
会
・
監
査
・
選
挙
書
記

堀
内
克
美

岩
田
妙
子
・
滝
澤
美
香
（
育
休
）

太
田
真
由
美
・
堀
内
み
つ
枝

花
岡
祐
子
・
待
井
千
恵
（
育
休
）・
丸
山
夏
美

若
林
み
や
子
・
柳
澤
里
絵

会
計
室
【
坂
北
】

出

納

・

会

計

高
野
弥
寿
生
・
渡
邉
安
子

民
生
児
童
委
員
・
生
活
保
護
・
人
権

宮
澤
善
孝

介
護
保
険
・
介
護
予
防
・
高
齢
者

保
健
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

吉
池
公
子

滝
澤
梢

平
田
昌
子

母
子
福
祉
・
障
害
者
福
祉

小
川
原
大
介

介
護
保
険
・
高
齢
者
福
祉

鎌
田
直
樹

健
康
づ
く
り
推
進
・
健
康
長
寿
延
伸

吉
池
千
賀
子

精

神

保

健
・

が

ん

検

診

窪
村
安
子

栄

養

指

導
・

食

育

窪
寺
信
子

成

人

保

健
・

健

康

教

室

嶋
田
マ
ユ
ミ

母
子
保
健
・
献
血
・
庶
務

吉
池
恵
美
子

感
染
症
予
防
・
予
防
接
種

鈴
木
智
恵

係

付

松
下
佐
知
子
（
育
休
）

人
口
増
対
策
・
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

滝
澤
昭
文
・
沖
村
智

若
林
光
栄
・
吉
池
文
子

所
長
（
臨
）
久
保
村
英
治

田
口
茂
夫
・
一
之
瀬
文
彦

青
柳
壮
一

所
長
（
臨
）
大
塚
文
登

宮
入
啓
栄
・
柳
澤
和
子
・
横
山
弥
生

大
橋
き
よ
江

学
校
等
統
合
準
備
・
空
校
舎
利
用
検
討

吉
池
ま
す
み
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第39号

議
会
３
月
定
例
会

　

平
成
24
年
議
会
3
月
定
例
会
が
3

月
8
日
か
ら
19
日
ま
で
の
12
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
議
案

◆
平
成
23
年
度
筑
北
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
5
号
）
ほ
か
特
別
会

計
補
正
予
算
12
件

◆
中
信
地
域
町
村
交
通
災
害
共
済
事

務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

◆
筑
北
村
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

◆
筑
北
村
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◆
筑
北
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◆
筑
北
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

◆
筑
北
村
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

◆
筑
北
村
福
祉
医
療
費
給
付
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◆
筑
北
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◆
筑
北
村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◆
筑
北
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

◆
筑
北
村
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る

退
職
報
奨
金
の
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

◆
第
一
次
筑
北
村
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

◆
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

◆
村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

◆
村
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

◆
平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算
ほ
か

特
別
会
計
12
件陳

情

☆
最
低
制
限
価
格
の
設
定
に
関
す
る

陳
情
書　
　
　
　
　
（
資
料
配
布
）

☆
国
土
交
通
省
第
15
号
の
履
行
に
関

す
る
陳
情
書　
　
　
（
資
料
配
布
）

☆
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
に
関
す
る

陳
情
書	

（
資
料
配
布
）

☆
年
金
2.5
％
の
削
減
の
中
止
を
求
め

る
陳
情
書	

（
採　

択
）

☆
最
低
賃
金
の
抜
本
改
正
と
安
定
雇

用
の
創
出
、
中
小
企
業
支
援
策
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
陳

情
書	

（
採　

択
）

☆
直
轄
事
業
の
継
続
と
適
正
な
維
持

管
理
、
地
元
建
設
業
へ
の
支
援
を

求
め
る
陳
情
書　
　
　
（
採　

択
）

☆
国
に
対
し
、
消
費
税
増
税
反
対
の

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
求
め

る
陳
情
書	

（
継
続
審
査
）

☆
県
に
対
し
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
創
設
の
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
を
求
め
る
陳
情
書		（
採　

択
）

意
見
書

　

議
員
発
議
に
よ
り
陳
情
に
対
す
る

件
の
意
見
書
が
採
択
さ
れ
、
関
係
機

関
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◇
公
的
年
金
2.5
％
の
引
下
げ
に
反
対

す
る
意
見
書

◇
最
低
賃
金
法
の
抜
本
改
正
と
安
定

雇
用
の
創
出
、
中
小
企
業
支
援
策

の
拡
充
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

◇
直
轄
事
業
の
継
続
と
適
正
な
維
持

管
理
、
地
元
建
設
業
へ
の
支
援
を

求
め
る
意
見
書

◇
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創

設
を
求
め
る
意
見
書

議
会
第
１
回
臨
時
会

　

第
1
回
臨
時
会
が
3
月
28
日
に
会

期
1
日
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◆
学
校
等
統
合
問
題
検
討
特
別
委
員

会
報
告
に
つ
い
て　
　
　
（
決
定
）

一
般
質
問

村
長
の
行
政
運
営
に
つ
い
て

宮
下

　隆
文

　議
員

質
問　

村
長
は
、
チ
ー
ム
筑
北
村
役

場
で
、
全
員
野
球
の
精
神
で
行
政
運

営
に
当
た
り
た
い
と
い
う
が
、
役
場

職
員
が
チ
ー
ム
と
し
て
機
能
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
な
い
。
ど
の
よ
う
な

チ
ー
ム
作
り
を
し
た
い
の
か
。
ま
た
、

監
督
で
あ
る
村
長
の
意
図
す
る
こ
と

が
、
選
手
で
あ
る
職
員
に
理
解
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
全
員
野
球
は
出
来

な
い
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

村
長　

チ
ー
ム
を
作
る
要
件
は
、
目

標
の
共
有
化
、
役
割
分
担
、
行
動
力

が
必
要
で
、
予
算
編
成
で
の
課
長
会

議
や
、
計
画
作
り
の
委
員
会
審
議
で

目
標
は
共
有
化
で
き
て
い
る
。
役
割

分
担
を
お
互
い
が
理
解
し
あ
い
、
考

え
て
働
く
「
考
動｣

出
来
る
チ
ー
ム

作
り
を
し
た
い
。

質
問　

弁
舌
さ
わ
や
か
に
答
弁
す
る

が
、
実
際
は
違
う
。
職
員
は
村
長
に

言
わ
れ
た
か
ら
書
い
た
だ
け
だ
と
言

っ
た
り
、
と
て
も
目
標
を
共
有
出
来

て
い
る
と
は
い
い
難
い
面
が
多
い
。

政
策
決
定
も
、
ど
こ
で
誰
が
し
た
の

か
理
解
で
き
な
い
こ
と
も
ま
ま
あ
る

が
、
そ
の
点
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

村
長　

各
委
員
会
方
式
で
政
策
決
定

を
し
て
い
る
。
合
併
前
の
よ
う
に
常

会
単
位
で
の
説
明
は
出
来
な
い
の
で
、

そ
の
委
員
の
み
な
さ
ん
が
、
周
り
の

人
に
も
情
報
を
伝
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

質
問　

委
員
の
選
び
方
に
も
問
題
が

あ
る
。
行
政
サ
イ
ド
で
指
名
し
て
委

員
を
委
嘱
し
て
い
る
方
法
か
ら
、
地

域
か
ら
の
推
薦
で
行
う
方
法
に
変
え

て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
委
員
会
に
も

十
分
議
論
す
る
時
間
を
与
え
て
、
委

員
な
ら
誰
で
も
説
明
で
き
る
よ
う
に

し
な
い
と
、
村
長
の
言
う
よ
う
な
説

明
は
出
来
な
い
。
反
省
し
て
も
ら
い

た
い
。

集
落
担
当
制
を
24
年
度
か
ら
制
度
化

す
る
よ
う
だ
が
、
23
年
度
の
試
験
導

入
の
反
省
に
立
っ
て
ど
う
活
用
し
よ

う
と
し
て
い
る
か
。

村
長　

一
つ
は
村
の
考
え
を
伝
え
た

り
、
集
落
の
考
え
方
を
持
ち
帰
る
、

村
と
地
域
と
の
ツ
ナ
ギ
役
。
も
う
一

つ
は
、
ま
だ
内
部
で
議
論
を
深
め
る

段
階
だ
が
、
区
で
一
つ
の
テ
ー
マ
に

絞
っ
て
一
緒
に
や
ろ
う
と
い
う
テ
ー

マ
が
絞
り
込
め
た
ら
や
り
た
い
。

質
問　

集
落
担
当
制
に
つ
い
て
は
、

細
部
の
打
ち
合
わ
せ
が
こ
れ
か
ら
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
各
区
の
担
当
が

何
人
か
い
る
。
配
布
物
の
中
で
大
事

な
こ
と
を
常
会
単
位
で
説
明
し
て
も

ら
え
る
体
制
を
作
っ
て
欲
し
い
。
ま

た
、
地
域
の
課
題
を
一
緒
に
考
え
る

体
制
を
要
望
す
る
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

宮
島

　義
次

　議
員

質
問　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
今
年
度
の

農
業
で
の
被
害
面
積
と
被
害
額
に
つ

い
て
伺
う
。

産
業
課
長　

今
年
度
の
被
害
面
積
は
、

水
稲
で
4.1

	

ha
、
畑
は
2.3

	

ha
。
被
害
額

は
、
２
，２
０
０
万
円
で
被
害
面
積
、

被
害
額
と
も
年
々
増
え
て
い
る
。
な

お
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
、
長
野
県
内
で

10
万
5
千
頭
ほ
ど
が
生
息
し
て
お
り
、

安
曇
野
市
の
人
口
9
万
人
よ
り
多
い

と
県
は
言
っ
て
い
る
。

質
問　

23
年
度
に
実
施
し
た
広
範
囲

を
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
の
柵
で
囲
う

有
害
獣
対
策
支
援
事
業
の
成
果
と
問

題
点
、
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
課
長　

今
回
坂
北
の
百
瀬
地
区

と
坂
井
の
大
野
田
地
区
で
実
施
し
た
。

材
料
の
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
は
、

国
の
補
助
で
村
が
用
意
し
、
設
置
は

地
区
の
皆
さ
ん
が
行
な
っ
た
。
広
範

囲
を
柵
で
囲
う
と
、
道
路
等
の
部
分

が
空
き
、
有
害
獣
が
侵
入
す
る
の
で
、

対
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
実
施
に
あ
た
っ
て
協
議
の
中

で
、
労
力
の
関
係
で
断
念
し
た
地
区

も
あ
っ
た
の
で
、
今
後
ど
ん
な
方
法

が
あ
る
の
か
検
討
し
た
い
。

質
問　

筑
北
、
麻
績
、
生
坂
の
北
部

3
村
に
よ
る
共
同
の
ジ
ビ
エ
処
理
加

工
施
設
設
置
の
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

村
長　

関
係
す
る
猟
友
会
の
連
携
が

ど
の
よ
う
な
形
で
取
れ
る
か
、
ま
た
、

安
定
的
経
営
を
す
る
た
め
に
一
定
の

頭
数
の
確
保
、
作
業
担
当
者
の
安
定

的
確
保
、
販
路
の
確
保
と
拡
大
、
経

営
リ
ス
ク
を
ど
こ
が
負
う
か
等
の
要

件
が
整
う
か
も
深
く
関
係
し
て
く
る

が
、
現
段
階
で
は
見
通
し
が
立
つ
状

況
に
な
っ
て
い
な
い
。
従
っ
て
北
部

3
村
で
立
ち
上
げ
る
検
討
は
し
て
い

な
い
。
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放
射
線
量
の
測
定
に
つ
い
て

質
問　

村
は
空
間
放
射
線
量
測
定
機

器
を
購
入
し
た
が
、
今
後
、
測
定
を

何
箇
所
で
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行

う
か
伺
う
。

住
民
福
祉
課
長　

昨
年
よ
り
本
城
小

学
校
と
坂
北
庁
舎
の
2
箇
所
を
県
が

定
点
観
測
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
を
補
完
す
る
上
で
坂
井
小
学
校

を
予
定
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
各

保
育
園
で
の
実
施
を
考
え
て
い
る
。

測
定
は
、
最
低
で
も
月
1
回
は
行
い
、

結
果
は
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
文
字

放
送
等
で
掲
載
し
た
い
。
ま
た
観
測

方
法
は
、
地
上
高
1
メ
ー
ト
ル
で
行

っ
て
い
る
が
、
数
値
の
状
況
を
見
な

が
ら
対
応
し
た
い
。

質
問　

学
校
給
食
の
食
材
の
測
定
を

民
間
に
委
託
す
る
考
え
は
な
い
か
伺

う
。

教
育
長　

県
教
育
委
員
会
は
、
学
校

給
食
食
材
に
対
す
る
保
護
者
の
不
安

を
払
拭
、
軽
減
の
た
め
、
検
体
を
送

れ
ば
無
料
で
検
査
す
る
態
勢
を
取
っ

て
い
る
。
当
教
育
委
員
会
も
24
年
度

か
ら
保
育
園
、
小
・
中
学
校
の
食
材

を
県
へ
送
り
検
査
す
る
。
民
間
委
託

は
、
県
へ
要
望
が
多
く
、
検
査
が
十

分
で
き
な
い
等
状
況
が
変
っ
た
場
合

に
は
民
間
委
託
も
考
え
て
い
る
。

総
合
計
画
の
実
施
計
画
と

　
　
　
　

予
算
に
つ
い
て

山
崎

　広
道

　議
員

質
問　

現
在
筑
北
村
が
抱
え
る
問
題

点
は
、
人
口
増
加
対
策
、
荒
廃
地
対

策
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
、
子
育
て

支
援
体
制
の
整
備
等
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
事
が
、
後
期
基
本
計
画
に

盛
り
込
ま
れ
た
総
合
計
画
か
伺
う
。

村
長　

後
期
基
本
計
画
と
し
て
、

第
1
章	
健
康
・
福
祉
の
充
実

第
2
章	

生
活
環
境
の
向
上

第
3
章	

自
然
環
境
の
保
全

第
4
章	

産
業
の
振
興

第
5
章	

教
育
・
文
化
の
充
実

第
6
章	

住
民
参
加
・
交
流
連
携

第
7
章	

行
財
政
運
営

以
上
、
予
算
を
計
上
し
て
実
施
す
る
。

平
成
24
年
度
よ
り
村
が
実
施
す

　

る
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て

　
質
問　

子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
て

人
口
増
を
目
指
す
政
策
の
一
つ
と
し

て
保
育
料
の
減
額
や
無
料
化
へ
の
実

施
を
当
初
予
算
査
定
時
に
検
討
が
な

さ
れ
た
か
、
3
園
あ
る
保
育
園
を
さ

ら
に
充
実
運
営
す
る
た
め
の
検
討
推

進
委
員
会
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
よ
る
総
合
計
画
を
伺
う
。

村
長　

保
育
料
の
減
額
と
保
育
園
の

統
合
問
題
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
今
集
計
、
分
析
中
で
あ
る
が
、

保
育
料
の
減
免
と
働
き
な
が
ら
子
育

て
が
で
き
る
保
育
時
間
の
延
長
希
望

で
あ
る
。
今
後
予
定
し
て
い
る
保
育

園
の
時
間
の
運
営
と
保
育
料
問
題
に

つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
を
中
心
に

検
討
し
、
ま
た
議
会
に
も
相
談
し
た

い
。

質
問　

保
育
園
の
統
合
の
件
は
教
育

委
員
会
が
対
応
す
る
と
答
弁
を
さ
れ

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
て
、

今
後
の
教
育
環
境
整
備
を
教
育
委
員

会
で
実
施
願
い
た
い
。

教
育
委
員
会
が
実
施
す
る

　
　

教
育
計
画
に
つ
い
て

　
質
問　

保
育
園
の
巡
回
保
育
の
「
運

動
遊
び
」、「
英
語
と
と
も
だ
ち
」
の

導
入
で
、
園
児
の
成
長
の
成
果
は
ど

う
か
。
小
さ
い
時
か
ら
運
動
に
親
し

み
、
体
力
を
付
け
る
こ
と
は
大
事
で

あ
る
と
考
え
る
。
運
動
遊
び
や
、
英

語
と
と
も
だ
ち
の
本
年
3
園
で
の
実

施
状
況
と
そ
の
成
果
に
つ
い
て
ど
の

様
に
教
育
委
員
会
で
は
考
え
て
い
る

か
。
本
年
度
の
実
施
結
果
を
検
証
し

た
上
で
の
平
成
24
年
度
の
実
施
計
画

を
伺
う
。

教
育
長　

体
力
、
運
動
能
力
の
向
上

と
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
実
現

及
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
、

脳
の
活
性
化
の
基
礎
を
作
る
の
が
ね

ら
い
で
、
各
保
育
園
で
年
11
回
実
施

し
た
。
保
育
園
だ
け
で
終
わ
っ
て
は

い
け
な
い
の
で
小
学
校
で
も
朝
活
動

で
平
均
台
や
マ
ッ
ト
運
動
を
始
め
て

い
る
。
平
成
24
年
度
は
、
県
の
運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
普
及
事
業
へ
申
し
込
み

を
し
た
。
英
語
と
と
も
だ
ち
の
ね
ら

い
は
、
英
語
と
の
触
れ
合
い
を
通
し

て
、
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
親
し
み
を

大
切
に
と
考
え
、
3
園
で
年
7
回
の

実
施
で
あ
る
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の

　

村
づ
く
り
に
つ
い
て

市
川

　厚
夫

　議
員

　
　質

問　

女
性
の
参
画
状
況
は
、
議
員
、

区
長
、
公
民
館
長
は
0
人
、
審
議
会

や
委
員
会
は
、
他
町
村
に
比
べ
全
体

的
に
低
い
状
況
で
あ
る
。
参
画
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
伺
う
。

住
民
福
祉
課
長　

選
考
の
仕
方
を
村

と
し
て
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
家
庭
・
地
域
・
社
会
の
中
で
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
参
画
す
る

と
い
う
機
運
を
醸
成
す
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
か
ら
女
性

の
登
用
の
土
台
作
り
を
考
え
て
い
る
。

質
問　

区
長
・
常
会
長
・
分
館
長
等

は
男
性
が
務
め
、
女
性
の
意
識
も
男

性
任
せ
の
き
ら
い
が
あ
る
。
適
齢
年

齢
の
若
者
は
村
外
に
流
出
し
て
し
ま

い
高
齢
社
会
の
到
来
で
役
員
選
出
が

困
難
な
状
況
で
あ
る
。
子
育
て
も
終

わ
り
、
活
力
あ
る
女
性
が
大
勢
い
る
。

女
性
と
男
性
が
共
に
か
か
わ
っ
た
村

づ
く
り
が
大
事
だ
と
思
う
が
如
何
か
。

住
民
福
祉
課
長　

男
性
・
女
性
問
わ

ず
参
画
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

る
。
地
域
づ
く
り
の
中
で
お
互
い
が

協
力
し
合
う
と
こ
ろ
は
協
力
す
る
と

い
う
土
台
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
思
う
。
今
後
啓
発
活
動
に
努
め

て
い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　

質
問　

家
庭
生
活
に
お
け
る
女
性
は

光
熱
に
係
わ
る
仕
事
を
担
っ
て
い
る
。

火
災
か
ら
身
を
守
る
方
法
を
女
性
の

立
場
で
広
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
効
果

が
あ
る
。
消
防
団
へ
入
団
を
勧
誘
す

る
考
え
が
な
い
か
伺
う
。　
　
　
　

総
務
課
長　

女
性
が
入
団
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
高
齢
者
宅
へ
の
火
災
予

防
・
保
育
園
、
小
学
校
へ
の
訪
問
・

日
常
的
に
火
気
の
取
り
扱
い
が
、
女

性
の
目
線
か
ら
予
防
啓
発
等
消
防
意

識
の
高
揚
が
図
ら
れ
る
。
今
後
、
女

性
消
防
団
員
の
加
入
に
つ
い
て
努
力

し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

質
問　

女
性
入
団
の
取
り
掛
か
り
を
、

役
場
女
性
職
員
が
積
極
的
に
参
加
し

て
行
政
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
必
要
が
あ

る
。
女
性
が
参
画
す
る
事
に
よ
っ
て

消
防
団
活
動
が
更
に
元
気
に
な
る
。

地
区
の
自
主
防
災
組
織
の
設
立
に
も

有
効
で
あ
る
。
近
所
、
隣
組
が
助
け

合
う
関
係
作
り
を
構
築
で
き
る
と
思

う
が
如
何
か
。　
　
　
　
　
　

総
務
課
長　

村
が
今
一
番
進
め
て
い

る
地
域
の
防
災
組
織
設
立
等
に
活
躍

し
て
く
れ
る
部
分
も
あ
る
。
1
人
2

人
で
は
入
り
づ
ら
い
部
分
が
あ
り
グ

ル
ー
プ
で
入
れ
る
よ
う
な
方
策
が
な

い
か
検
討
し
た
い
。

質
問　

男
女
が
村
づ
く
り
分
野
に
共

同
参
画
し
て
対
等
な
構
成
員
で
男
女

の
垣
根
を
な
く
し
、
個
人
の
個
性
を

生
か
し
な
が
ら
活
躍
す
る
環
境
が
必

要
で
あ
る
。
村
長
の
所
見
を
伺
う
。

村
長　

男
女
平
等
の
大
原
則
を
踏
ま

え
、
消
防
団
・
各
委
員
会
等
に
極
力

女
性
を
参
加
す
る
機
会
を
増
や
し
た

い
。
女
性
の
力
を
発
揮
し
な
が
ら
、

男
女
の
力
を
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
元
気

な
村
づ
く
り
を
行
い
、
活
力
あ
る
地

域
に
し
た
い
。
筑
北
村
は
男
女
共
同

参
画
の
先
進
地
で
あ
る
と
い
わ
れ
る

よ
う
な
状
態
に
し
た
い
。

森
林
整
備
に
つ
い
て

宮
澤

　信
雄

　議
員

質
問　

水
源
の
里
と
な
る
森
林
整
備

を
引
き
続
き
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
か
伺
う
。

村
長　

森
林
税
が
継
続
の
方
向
な
の

で
、
制
度
を
生
か
し
て
里
山
整
備
、

森
林
の
適
正
間
伐
を
進
め
、
健
康
な

森
を
つ
く
る
事
業
を
森
林
組
合
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
、
森
に
育
む
良
質
な
水

源
に
結
び
つ
く
よ
う
取
り
組
み
を
し

て
い
き
た
い
。　

質
問　

山
や
森
林
の
恩
恵
を
受
け
て

い
る
。
山
の
日
の
制
定
な
ど
里
山
愛

護
へ
の
考
え
は
如
何
か
。　

村
長　

里
山
を
愛
護
、
山
の
価
値
を

認
識
し
山
に
親
し
む
生
活
を
お
互
い

に
心
が
け
て
い
く
こ
と
は
、
子
供
の

こ
ろ
か
ら
感
受
性
を
養
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
有
害
鳥
獣
か
ら

農
作
物
を
守
り
、
水
源
を
守
る
た
め

に
個
体
数
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
に

も
取
り
組
ん
で
い
く
。
森
の
日
と
か

森
の
幸
に
感
謝
す
る
集
い
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

森
林
・
里
山
整
備
が
で
き
る

森
の
里
親
促
進
事
業
受
け
入
れ
に
つ

い
て
伺
う
。

村
長　

都
会
の
皆
さ
ん
に
信
州
の
里

山
に
来
て
、
里
山
の
手
入
れ
を
し
、

健
康
、
健
全
な
森
を
共
通
財
産
と
し

て
慈
し
み
な
が
ら
、
純
粋
に
交
流
で

き
る
相
手
を
選
び
輪
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

県
で
進
め
て
い
く
一
村
一
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
地
産
地
消
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
身
近
な
資
源
を
生

か
す
た
め
、
村
の
進
め
方
を
伺
う
。

村
長　

職
員
提
案
制
度
を
生
か
し
、

提
案
を
募
っ
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

村
と
し
て
も
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
重
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視
し
た
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
早

く
立
ち
上
げ
た
く
、
検
討
に
入
っ
て

い
る
。
一
村
一
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
は
、
特
に
固
定
的
な
考
え
方
は
な

い
。

質
問　

ほ
っ
と
ス
テ
イ
ち
く
ほ
く
、

農
山
村
留
学
事
業
の
取
り
組
み
の
中

で
、
森
林
・
里
山
整
備
を
体
験
学
習

に
取
り
組
む
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

村
長　

日
常
的
な
暮
ら
し
を
体
験
す

る
中
に
里
山
体
験
も
入
っ
て
い
る
。

農
業
と
林
業
の
複
合
的
セ
ラ
ピ
ー
の

体
験
コ
ー
ス
も
商
品
設
計
が
で
き
る

ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
の
で
、
体
験
メ

ニ
ュ
ー
に
入
れ
、
商
品
化
を
進
め
て

い
く
の
が
今
の
検
討
段
階
で
あ
る
。

村
の
将
来
像
に
つ
い
て

質
問　

20
年
後
、
村
の
望
ま
し
い
姿

を
ど
の
よ
う
に
望
ん
で
い
る
か
伺
う
。

村
長　

健
康
長
寿
で
、
生
涯
現
役
を

貫
け
る
現
代
に
お
け
る
桃
源
郷
を
つ

く
り
た
い
の
が
理
念
で
あ
る
。
20
年

後
、
現
代
に
お
け
る
桃
源
郷
は
筑
北

村
だ
と
、
住
ん
で
い
る
人
が
実
感
を

し
、
来
た
人
に
も
認
め
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
村
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
20
年
後
を
話
し
た
が
、
村
民
益

の
た
め
に
、
日
々
の
対
応
を
重
視
す

る
。

　
　

地
籍
調
査
に
つ
い
て

久
保
田

　義
信

　議
員

質
問　

地
籍
調
査
は
、
合
併
前
、
旧

坂
北
村
で
平
成
9
年
度
か
ら
平
成
32

年
度
の
約
20
年
間
を
目
標
に
、
明
治

時
代
の
地
租
改
正
時
に
作
成
さ
れ
た

公
図
、
こ
の
公
図
が
災
害
、
道
路
改

良
等
に
よ
り
現
況
と
相
違
点
が
多
い
。

土
地
に
関
す
る
情
報
を
的
確
に
把
握

し
、
地
域
の
整
備
や
保
全
を
進
め
る

た
め
に
調
査
の
促
進
と
、
地
籍
調
査

を
筑
北
村
全
体
、
本
城
・
坂
井
へ
の

対
応
に
つ
い
て
如
何
か
。

村
長　

地
籍
調
査
は
、
土
地
取
引
や

行
政
的
施
策
を
講
じ
る
上
で
、
基
礎

的
環
境
整
備
と
し
て
は
、
大
変
重
要

な
分
野
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
調
査

の
実
施
状
況
を
み
る
と
、
時
間
と
費

用
も
要
す
る
事
業
で
あ
っ
て
、
未
実

施
地
域
に
つ
い
て
は
、
長
期
的
観
点

か
ら
計
画
的
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
か
、
今
後
の
基
本
方
針
を
十
分
検

討
し
た
い
。

質
問　

平
成
23
年
度
は
14
区
、
上
手

方
の
一
筆
調
査
、
屋
外
の
杭
打
ち
作

業
で
、
昨
年
末
以
来
平
日
、
土
日
に

お
よ
び
、
加
え
て
震
災
に
よ
り
基
準

点
の
検
証
測
量
と
職
員
は
大
変
な
作

業
で
あ
る
。
未
完
了
の
昭
和
町
、
六

工
、
向
原
、
七
ッ
松
、
中
島
、
竹
場

等
が
未
解
決
で
、
検
証
測
量
が
保
留

と
な
り
、
24
年
度
は
新
地
区
に
は
着

手
せ
ず
遅
延
地
区
の
促
進
整
理
で
、

計
画
に
添
っ
て
の
推
進
を
要
望
す
る
。

村
道
管
理
に
つ
い
て

質
問　

旧
分
校
線
道
路
改
良
は
、
地

元
・
村
当
局
も
悲
願
の
道
路
整
備

が
、
総
工
事
費
８
０
０
万
円
（
補
償

費
１
７
０
万
円
）
で
、
今
年
度
中
に

完
成
し
地
元
住
民
は
感
謝
し
て
い
る
。

こ
の
道
路
改
良
の
遅
れ
た
最
大
の
原

因
は
、
官
民
境
界
の
問
題
が
大
変
難

し
い
点
で
あ
っ
た
。
今
後
の
課
題
と

し
て
も
官
民
境
界
を
重
視
し
、
家
屋

を
新
築
す
る
場
合
、
早
期
に
官
民
境

界
を
指
導
さ
れ
た
い
が
如
何
か
。

建
設
課
長　

基
本
的
に
は
財
産
、
村

道
管
理
は
総
務
課
の
対
応
と
な
る
。

松
本
市
は
建
ぺ
い
率
が
定
め
ら
れ
、

道
路
か
ら
2
メ
ー
ト
ル
を
確
保
し
建

築
許
可
と
し
て
い
る
。
官
民
境
界
は
、

建
設
業
者
の
用
地
立
会
い
等
要
望
、

申
請
に
よ
り
指
導
し
て
い
る
が
、
合

併
後
も
道
路
管
理
が
終
始
徹
底
で
き

な
い
状
況
で
あ
る
。
村
道
宮
の
前
線
、

旧
分
校
線
は
懸
案
の
道
路
で
、
住
民

の
協
力
を
得
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

今
後
は
官
民
境
界
の
立
会
い
も
踏
ま

え
、
住
民
に
広
報
し
事
例
を
明
記
し
、

親
切
丁
寧
に
説
明
し
つ
つ
、
以
後
ト

ラ
ブ
ル
が
生
じ
な
い
よ
う
住
民
の
利

便
性
の
面
で
建
設
課
と
し
て
対
応
し

た
い
。

質
問　

官
民
境
界
は
、
行
政
・
住
民

の
理
解
が
必
要
で
、
将
来
に
禍
根
を

残
さ
な
い
よ
う
指
導
さ
れ
た
い
。

今
回
の
分
校
線
は
、
住
民
検
診
レ
ン

ト
ゲ
ン
車
、
大
型
バ
ス
も
運
行
可
能

と
な
る
。
拡
幅
し
た
道
路
に
、
家
屋

の
軒
先
の
雨
水
が
落
ち
る
事
例
は
、

こ
の
機
会
に
是
正
を
要
望
す
る
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
臨
時
ヘ
リ

ポ
ー
ト
の
建
設
に
つ
い
て

田
口

　茂

　議
員

質
問　

松
本
広
域
消
防
局
管
内
で

は
、
救
急
車
に
よ
る
搬
送
が
毎
年
多

く
な
っ
て
お
り
3
月
2
日
現
在
１
５
，

８
１
８
件
22
年
度
よ
り
８
１
８
件
の

増
と
な
っ
て
お
り
、
緊
急
医
療
体
制

の
強
化
・
災
害
時
の
医
療
緊
急
活
動

の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
一
刻

を
争
う
患
者
が
多
く
な
っ
て
い
る
現

在
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
建
設
を
要
望
す

る
と
共
に
、
用
地
の
選
定
に
は
、
90

デ
シ
ベ
ル
以
上
の
騒
音
、
送
風
が
あ

る
の
で
民
家
に
支
障
の
な
い
よ
う
配

慮
を
お
願
い
す
る
が
如
何
か
。

村
長　

指
摘
の
よ
う
に
緊
急
対
応
と

い
う
面
で
、
救
急
車
に
よ
る
対
応
を

超
え
る
緊
急
性
の
あ
る
も
の
に
対
し

て
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
素
晴
ら
し
い

機
能
を
搭
載
し
た
移
動
診
察
室
の
よ

う
な
装
置
を
内
蔵
し
て
い
る
。
昨
年

の
総
合
防
災
訓
練
の
折
に
、
麻
績
消

防
署
か
ら
ぜ
ひ
筑
北
村
に
ヘ
リ
ポ
ー

ト
の
設
置
を
検
討
し
て
ほ
し
い
と
い

う
話
が
あ
っ
た
。
麻
績
消
防
署
管
内

の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
要
請
件
数
は
8

件
で
、
そ
の
内
3
件
が
筑
北
村
と
な

っ
て
い
る
。
現
状
は
、
サ
ン
ラ
イ
フ

お
み
の
横
に
あ
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
式

の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
使
用
し
て
い
る
。

村
と
し
て
は
、
必
要
性
は
認
識
し
て

い
る
が
、
適
地
を
目
下
物
色
中
で
あ

る
の
で
早
く
選
定
を
し
、
ヘ
リ
ポ
ー

ト
を
設
置
し
て
、
わ
が
村
の
医
療
・

災
害
面
の
緊
急
対
応
力
を
強
化
し
て

い
き
た
い
。

3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
か
ら
丸
1
年
に
な
る
が
今
後

の
復
興
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
質
問　

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
に

な
る
が
、
筑
北
村
は
社
協
を
通
じ
て

昨
年
4
回
、
岩
手
県
山
田
町
、
陸
前

高
田
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
、
職

員
の
派
遣
が
1
回
、
筑
北
村
が
行
っ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
こ
れ
だ
け

で
あ
る
が
そ
の
場
限
り
の
支
援
で
よ

い
の
か
。
村
民
の
中
に
も
行
動
を
起

こ
し
た
い
が
切
っ
掛
け
が
つ
か
め
ず
、

今
日
ま
で
過
ご
し
て
き
た
と
い
う
人

も
た
く
さ
ん
い
る
の
で
は
な
い
か
、

こ
れ
か
ら
筑
北
村
が
東
日
本
の
復
興

支
援
、
栄
村
の
支
援
に
ど
う
関
わ
っ

て
い
く
の
か
伺
う
。

村
長　

指
摘
の
よ
う
に
今
の
段
階
で

は
災
害
復
興
に
対
し
て
、
改
め
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
組
織
し
て
派
遣
し
、

支
援
を
す
る
と
こ
ろ
ま
で
取
り
組
み

は
で
き
て
い
な
い
。
社
協
と
も
相
談

し
な
が
ら
具
体
的
な
対
応
が
で
き
る

か
検
討
し
て
い
き
た
い
。
筑
北
村
の

職
員
が
全
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
き
、

住
民
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
、
何

を
す
る
べ
き
か
、
肌
で
感
じ
て
く
る

こ
と
は
共
鳴
す
る
。
そ
う
し
た
体
験

を
お
互
い
に
積
む
こ
と
が
、
こ
れ
か

ら
の
村
づ
く
り
に
も
貴
重
な
財
産
に

な
っ
て
い
く
と
考
え
る
の
で
可
能
性

に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
出
動
時
の

ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て　

柳
澤

　忠

　議
員

質
問　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
ヘ
リ
ポ
ー

ト
は
、
緊
急
病
院
と
い
う
認
識
を
持

っ
て
頂
き
た
い
と
麻
績
消
防
署
が
話

し
て
い
た
。
既
に
生
坂
村
や
麻
績
村

に
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
て
い

る
が
、
筑
北
村
に
は
未
だ
に
確
保
さ

れ
て
い
な
い
。
坂
井
、
坂
北
、
本
城

の
3
地
域
に
早
急
に
設
置
す
べ
き
で

あ
る
が
如
何
か
。

村
長　

箇
所
数
に
つ
い
て
は
適
地
を

含
め
て
検
討
す
る
。

質
問　

若
者
の
声
に
、
筑
北
地
域
に

は
夜
間
診
療
が
受
け
ら
れ
る
公
共
の

医
療
機
関
が
な
い
の
で
、
不
安
と
不

便
さ
を
訴
え
て
い
る
。
安
心
安
全
な

村
づ
く
り
の
基
本
に
基
づ
き
、
秋
の

総
合
防
災
訓
練
実
施
時
ま
で
に
ヘ
リ

ポ
ー
ト
設
置
を
要
望
す
る
が
如
何
か
。

村
長　

防
災
訓
練
に
間
に
合
う
よ
う

に
取
り
組
み
た
い
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の　

取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問　

用
水
路
な
ど
を
活
用
し
た
小

水
力
発
電
が
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
。

村
に
は
小
仁
熊
ダ
ム
、
永
井
ダ
ム
や

大
沢
ダ
ム
な
ど
が
あ
る
。
小
仁
熊
ダ

ム
の
水
で
発
電
を
し
て
、
や
す
ら
ぎ

ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
照
明
に
活
用
し
た

ら
と
提
案
す
る
が
如
何
か
。

建
設
課
長　

小
仁
熊
ダ
ム
は
、
国
土

交
通
省
な
ど
の
許
可
、
法
の
認
可
が

必
要
で
あ
り
、
県
と
し
て
即
出
来
る

と
い
う
こ
と
が
言
え
な
い
と
の
回
答

で
あ
る
。

質
問　

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
一
つ
一

つ
解
決
し
て
物
事
が
達
成
で
き
る
。

永
井
ダ
ム
や
大
沢
ダ
ム
な
ど
村
に
は

沢
山
の
砂
防
ダ
ム
が
あ
る
。
村
に
と
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っ
て
は
最
大
の
貴
重
な
資
源
と
宝
で

あ
る
。
今
後
、
村
の
小
水
力
発
電
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　

村
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
想

を
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
庁

内
で
検
討
し
て
い
る
。
時
流
に
合
う

自
然
系
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
つ
い
て

前
向
き
に
取
組
ん
で
い
く
。

映
画
ロ
ケ
の
誘
致
に
つ
い
て

質
問　

県
内
に
は
松
本
な
ど
7
箇
所

に
、
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
の

撮
影
場
所
を
紹
介
す
る
フ
イ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
我
が
村
に
は

神
社
仏
閣
名
所
史
跡
、
景
勝
地
が
沢

山
あ
る
。
こ
の
フ
イ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
の
団
体
に
加
入
し
て
、
映
画
や

テ
レ
ビ
の
撮
影
場
所
の
誘
致
を
し
て

は
と
提
案
す
る
が
如
何
か
。

村
長　
「
お
ひ
さ
ま
」
効
果
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
村
の
自
然
風
俗
名
所

旧
跡
な
ど
が
、
映
画
な
ど
の
ロ
ケ
地

と
し
て
広
く
紹
介
さ
れ
る
事
は
、
村

の
Ｐ
Ｒ
に
な
る
の
で
検
討
し
て
い
く
。

フ
イ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
も
参
加
し
た
の
で
、
今
後

連
携
を
取
り
な
が
ら
対
応
す
る
。

人
口
増
加
対
策
に
つ
い
て

前
山

　栄
二

　議
員

質
問　

村
の
人
口
は
昨
年
の
国
勢
調

査
に
よ
る
と
５
，
１
７
２
人
で
年
平

均
88
人
減
少
し
て
い
る
と
言
う
。
村

の
第
一
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

で
若
者
転
出
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
に
、
七
項
目
の
施
策
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
項
目
の
中
で
人
口
増

加
対
策
に
一
番
効
果
が
期
待
で
き
る

施
策
は
何
か
伺
う
。

村
長　

即
効
性
が
期
待
出
来
る
の
は

村
営
住
宅
の
建
設
で
若
者
の
定
住
促

進
住
宅
の
整
備
、
子
育
て
支
援
と
学

校
教
育
の
魅
力
あ
る
内
容
を
整
え
る

事
で
、
こ
れ
が
車
の
両
輪
だ
と
思
っ

て
い
る
。
こ
れ
以
上
に
効
果
の
期
待

が
も
て
る
の
は
、
こ
の
地
域
に
魅
力

の
あ
る
雇
用
先
を
創
出
す
る
事
だ
と

思
う
が
、
今
の
環
境
で
は
な
か
な
か

難
し
い
の
で
、
先
に
延
べ
た
二
項
を

ベ
ー
ス
に
生
活
基
盤
を
構
築
し
て
い

く
と
言
う
事
が
、
現
在
の
行
政
判
断

で
あ
る
。

質
問　

企
業
誘
致
の
環
境
整
備
の
検

討
、
村
内
外
の
人
脈
を
通
じ
た
支
援

組
織
、
担
当
部
署
の
確
立
、
創
業
者

起
業
者
の
支
援
制
度
の
確
立
を
し
な

が
ら
企
業
誘
致
を
図
る
と
言
う
が
、

実
現
性
が
あ
る
の
か
伺
う
。

村
長　

東
日
本
大
震
災
以
来
、
絆
と

言
う
事
が
改
め
て
認
識
さ
れ
、
こ
の

絆
を
生
か
し
て
、
こ
の
地
域
出
身
で

中
央
で
事
業
を
興
し
て
成
功
し
て
い

る
方
々
が
故
郷
の
た
め
に
、
協
力
す

る
人
を
探
し
出
し
た
り
又
、
区
長
会

議
等
で
趣
旨
を
説
明
し
て
、
実
際
に

知
人
や
血
縁
の
人
達
よ
り
企
業
の
紹

介
を
頂
だ
け
れ
ば
そ
の
方
に
親
書
を

差
し
上
げ
て
、
協
力
的
な
回
答
を
頂

い
た
場
合
は
、
自
ら
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

で
、
そ
の
可
能
性
を
探
り
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

質
問　

若
者
向
け
住
宅
二
戸
を
建
設

す
る
費
用
と
、
碧
館
の
耐
震
工
事
費

用
併
せ
て
１
億
８
，０
０
０
万
円
強

の
予
算
計
上
は
先
送
り
出
来
な
い
か

伺
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
長　

碧
館
の
耐
震
工
事
の
外
観
部

分
は
良
い
が
、
山
側
部
分
の
土
圧
を

受
け
切
れ
ず
耐
震
基
準
を
満
た
し
て

い
な
い
と
の
総
合
診
断
結
果
で
あ
り
、

診
断
不
可
の
建
物
に
お
客
を
泊
め
て

万
一
の
事
が
生
じ
た
場
合
、
保
険
適

用
が
受
け
ら
れ
ず
人
身
災
害
の
賠
償

責
任
を
負
わ
さ
れ
る
事
に
な
る
の
で
、

耐
震
工
事
は
施
工
し
た
い
。
住
宅
の

件
は
新
規
に
用
地
を
確
保
す
る
の
で

は
な
く
、
現
存
の
住
宅
用
地
を
有
効

に
利
活
用
し
居
住
環
境
の
整
備
が
若

者
を
受
け
入
れ
る
重
要
な
要
素
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
林
業
の
６
次
産
業
化
に
つ
い
て

質
問　

開
発
公
社
が
中
心
の
村
の
特

産
品
加
工
の
状
況
を
伺
う
。

村
長　

試
作
品
評
価
は
も
う
一
息
で

あ
る
が
、
6
次
産
業
化
は
村
づ
く
り

の
大
き
な
柱
で
、
参
加
す
る
住
民
の

生
涯
現
役
で
日
常
的
な
暮
ら
し
を
支

え
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

介
護
保
険
制
度
と
第
５
期

介
護
事
業
計
画
に
つ
い
て

山
﨑

　好
弘

　議
員

質
問　

介
護
保
険
制
度
は
平
成
12
年

度
よ
り
始
ま
り
、
12
年
が
経
過
し
た
。

制
度
が
無
い
と
超
高
齢
化
社
会
は
対

応
で
き
な
い
。
当
村
の
高
齢
化
率
は

35
・
9
％
で
あ
り
、
平
成
31
年
度
の

高
齢
化
率
は
、
42
％
の
予
想
で
あ
る
。

介
護
保
険
料
は
3
年
に
1
回
の
改
定

で
第
4
段
階
が
4
千
5
百
円
で
2
百

円
増
と
な
っ
た
。
24
年
度
よ
り
介
護

24
時
間
巡
回
型
が
創
設
さ
れ
る
。
当

村
の
対
応
は
如
何
か
。

村
長　

新
し
い
制
度
で
あ
る
24
時
間

巡
回
型
サ
ー
ビ
ス
が
創
設
さ
れ
る

が
、
村
の
対
応
と
今
後
の
方
針
と
し

て
、
現
在
こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
す

る
事
業
所
が
開
設
さ
れ
る
予
定
は
な

く
全
体
の
需
要
が
少
な
い
。
提
供
す

る
業
務
範
囲
が
広
い
の
で
経
営
的
に

難
し
い
。
対
応
を
要
望
す
る
住
民
へ

は
、
緊
急
時
に
村
な
り
社
協
が
対
応

し
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
た
い
。

村
営
住
宅
建
設
事
業
に
つ
い
て

質
問　

若
者
定
住
と
人
口
増
加
対

策
は
、
当
村
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
。
24
年
度
予
算
に
住
宅
建
設
費

６
，１
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

今
年
度
計
画
し
て
い
る
村
営
住
宅

は
、
新
し
い
感
覚
で
若
者
に
魅
力
の

あ
る
住
居
、
環
境
、
設
備
を
提
供
し
て
、

駅
に
近
く
Ｊ
Ｒ
の
利
用
も
織
り
込
ん

で
の
計
画
を
要
望
す
る
が
如
何
か
。

村
長　

最
近
都
市
部
の
貸
家
で
も
新

し
く
駅
に
近
い
所
が
埋
ま
っ
て
、
離

れ
た
所
は
空
室
の
率
が
非
常
に
高
い

と
貸
家
組
合
の
デ
ー
タ
で
も
出
て
い

る
。
本
年
度
建
設
の
村
営
住
宅
は
、

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
入
れ
た
省
エ
ネ

住
宅
、
信
州
の
木
材
を
使
用
し
た
、

ぬ
く
も
り
の
あ
る
若
者
か
ら
見
て
魅

力
の
あ
る
住
宅
を
作
り
、
若
者
定
住

人
口
増
加
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

中
学
校
１
・
２
年
生
の  　
　

武
道
教
育
必
修
化
に
つ
い
て

質
問　

平
成
24
年
度
よ
り
中
学
校

1
・
2
年
生
に
武
道
教
育
が
必
修
化

さ
れ
る
。
今
年
度
の
方
針
を
伺
う
。

教
育
長　

平
成
24
年
度
か
ら
中
学

校
で
は
、
武
道
教
育
が
必
修
化
さ
れ

る
。
心
と
体
の
一
体
化
、運
動
や
健
康
、

安
全
に
つ
い
て
の
理
解
、
日
本
の
伝

統
文
化
に
触
れ
る
機
会
の
創
出
と
位

置
付
け
て
い
る
。
中
学
校
に
お
い
て

は
武
道
の
中
で
柔
道
、
剣
道
、
相
撲
、

弓
道
等
が
あ
る
。
年
間
9
時
間
の
授

業
の
中
で
ど
れ
か
の
武
道
を
選
択
す

る
。
本
城
・
坂
北
小
学
校
で
は
柔
道

を
盛
ん
に
行
っ
て
い
る
。
中
学
校
で

も
柔
道
を
第
一
に
考
慮
し
、
中
学
校

と
今
後
相
談
し
、
剣
道
も
選
択
肢
と

し
て
考
え
た
い
。
今
後
先
生
方
の
異

動
も
あ
る
中
で
、
体
育
の
先
生
と
も

相
談
し
て
、2
学
期
以
降
に
備
え
た
い
。

委
員
会
報
告

村
内
の
福
祉
施
設
を
視
察

社
会
文
教
常
任
委
員
会
副
委
員
長

　
　
　

市
川

　厚
夫

　

社
会
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
2

月
21
日
に
村
内
の
福
祉
施
設
、
社
会

就
労
セ
ン
タ
ー
と
社
協
坂
井
支
所

「
や
す
ら
ぎ
」
坂
北
支
所
「
あ
ず
ま

や
」
本
所
「
き
さ
さ
げ
荘
」
の
3
施

設
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

坂
北
の
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
で
は
、

施
設
の
運
営
状
況
や
作
業
現
場
の
案

内
を
、
久
保
村
所
長
よ
り
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
本
年
1
月
現
在
の
利
用

者
は
36
名
、
平
均
年
齢
は
58
歳
。
ま

た
、
取
引
額
は
平
成
20
年
度
を
境
に

不
況
の
影
響
で
減
額
傾
向
で
し
た
が
、

23
年
度
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
「
お

ひ
さ
ま
」
効
果
、
大
震
災
に
よ
る
特

需
、
新
規
受
注
等
が
あ
り
増
額
が
見

込
ま
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
社
協
の
視
察
で
は
、
宮
入

会
長
他
職
員
の
皆
さ
ん
よ
り
説
明
を

頂
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
は
、
日
常
生
活
上
の
支
援

が
必
要
な
要
介
護
者
を
、
送
迎
・
食

事
・
入
浴
な
ど
の
支
援
が
あ
り
ま
す
。

施
設
に
到
着
後
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

受
け
、
看
護
師
が
体
温
・
血
圧
測
定
・

問
診
等
を
行
い
一
日
が
始
ま
り
ま

す
。	

入
浴
は
、一
般
浴
・
リ
フ
ト
浴
・

特
別
浴
が
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
食
事
の
献
立
は
、
社
協

の
栄
養
士
が
立
て
調
理
師
ス
タ
ッ
フ

が
手
作
り
で
個
人
の
状
況
に
合
わ
せ

て
調
理
し
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
脳
の
活
性
化
の
た
め
に
頭
の
体

操
や
身
体
機
能
の
維
持
向
上
に
、
柔

軟
体
操
、
筋
力
ア
ッ
プ
な
ど
無
理
し

な
い
範
囲
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
リ
ク
レ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
一
緒
に
楽
し
い
一

時
を
気
楽
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

今
回
の
視
察
を
終
え
て
感
じ
た
こ

と
は
、
今
後
も
高
齢
化
社
会
で
介
護

利
用
者
は
増
え
る
中
、
今
、
元
気
な

方
で
も
将
来
利
用
す
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
施
設
見
学
に

出
か
け
て
み
た
ら
如
何
で
し
ょ
う
か
。

施
設
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
、
童
心
に

返
っ
て
幸
せ
そ
う
な
笑
顔
が
印
象
的

で
し
た
。

　

最
後
に
、
社
協
の
職
員
と
施
設
で

介
護
し
て
く
だ
さ
る
方
々
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
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学
校
等
統
合
問
題
検
討

　特
別
委
員
会
最
終
報
告　
　

委
員
長

　山
﨑

　好
弘

　

筑
北
村
議
会
で
は
、
今
回
の
学
校

等
統
合
問
題
に
つ
い
て
、
調
査
研
究

す
る
特
別
委
員
会
の
設
置
を
、
平
成

23
年
2
月
の
議
会
臨
時
会
に
お
い
て

全
会
一
致
で
決
定
致
し
ま
し
た
。
本

村
議
会
の
特
別
委
員
会
は
初
め
て
の

設
置
で
す
。

　

当
委
員
会
は
、
議
長
を
除
く
11
人

の
委
員
で
構
成
し
、
同
年
2
月
22
日

に
第
1
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
24

年
3
月
14
日
ま
で
の
14
ヶ
月
間
、
計

17
回
の
委
員
会
を
開
催
し
て
、
協
議

検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
委
員
会
で
は
、
教
育
委

員
会
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
、
今
回

の
上
申
書
や
追
加
提
言
書
、
そ
し
て

0
歳
〜
15
歳
ま
で
の
一
貫
し
た
教
育

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
伺
い
検
討
し

て
き
ま
し
た
。
昨
年
10
月
に
は
、
村

長
に
こ
の
問
題
に
対
す
る
今
後
の
検

討
材
料
と
し
て
中
間
報
告
書
を
提
出

し
、
委
員
会
と
し
て
の
考
え
方
等
を

示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
連
と
し
て
住
民
か
ら
要

望
が
あ
り
ま
し
た
保
護
者
等
と
議
会

議
員
と
の
懇
談
会
を
、
議
会
主
催
で

3
月
20
日
に
実
施
し
、
今
回
の
統
合

具
体
案
に
つ
い
て
多
く
の
村
民
の
皆

様
方
よ
り
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
今
回
示
さ
れ
た
統
合
具
体

案
に
つ
い
て
は
、
第
17
回
の
委
員
会

で
検
討
し
ま
し
た
。
当
日
、
各
委
員

よ
り
、
筑
北
村
の
主
導
権
に
よ
る
学

校
統
合
や
、
具
体
的
な
統
合
校
案
な

ど
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
の
結
果
、
当
委
員
会
と
し
て

は
、
全
会
一
致
で
示
さ
れ
た
統
合
案

に
は
同
意
で
き
な
い
。
そ
し
て
修
正

案
と
し
て
、
筑
北
村
2
校
、
麻
績
村

1
校
と
す
る
こ
と
。
修
正
案
を
麻
績

村
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
場
合
は
、

枠
組
み
の
再
検
討
を
要
望
す
る
。
更

に
、
教
育
現
場
で
あ
る
教
育
委
員
会

の
意
見
を
十
分
聞
き
な
が
ら
進
め
て

頂
き
た
い
こ
と
を
、
議
長
か
ら
村
長

に
申
し
入
れ
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
特
別
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
統
合
具
体

案
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
一
定

の
結
論
が
出
さ
れ
た
と
し
て
、
委
員

会
の
廃
止
を
3
月
28
日
の
第
1
回
議

会
臨
時
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

尚
、
今
後
こ
の
問
題
に
対
す
る
検

討
等
は
、
議
長
を
中
心
に
議
会
全
員

協
議
会
の
場
で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
当
委
員
会
は
調
査
研

究
機
関
で
あ
り
、
最
終
結
論
ま
で
得

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
議
会
は

常
に
民
意
を
反
映
す
る
議
決
機
関
と

し
て
、
村
民
へ
の
信
頼
が
第
一
で
あ

る
こ
と
を
付
け
加
え
、
特
別
委
員
会

の
最
終
報
告
と
し
ま
す
。

学
校
等
統
合
に
関
す
る

議
会
懇
談
会
開
催　
　

副
議
長　

宮
島

　義
次

　

議
会
で
は
、
学
校
等
統
合
に
関
す

る
保
護
者
及
び
住
民
の
皆
様
方
と
議

会
議
員
と
の
懇
談
会
を
、
3
月
20
日

坂
北
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

懇
談
会
の
経
過
は
、
今
回
の
学
校

等
統
合
に
つ
い
て
、
村
が
2
月
に
開
い

た
住
民
説
明
会
の
中
で
、
保
護
者
か
ら

議
会
議
員
と
の
懇
談
会
の
開
催
を
要

望
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
統
合
具
体
案

が
村
長
よ
り
3
月
5
日
に
示
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
最
終
決
定
機
関
で
あ
る

議
会
と
し
て
、
今
回
の
統
合
案
を
中
心

に
住
民
の
皆
様
方
と
意
見
交
換
を
す

る
中
で
、
今
後
こ
の
問
題
に
対
す
る
議

会
と
し
て
の
最
終
判
断
す
る
材
料
の

一
つ
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
参
加
者
は
、
71
名
（
本
城

46
名
・
坂
北
15
名
・
坂
井
10
名
）
と

大
変
大
勢
の
皆
様
に
お
集
ま
り
を
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
統
合
案
に

つ
い
て
、
村
の
教
育
委
員
会
・
学
校

に
対
し
て
、
ま
た
議
会
に
対
し
て
活

発
な
意
見
交
換
が
出
来
ま
し
た
。　

　

そ
し
て
、
こ
の
統
合
案
に
つ
い
て

議
員
個
人
ご
と
の
考
え
を
述
べ
ま
し

た
。
結
果
は
、
こ
の
案
で
は
同
意
出

来
な
い
意
見
が
大
半
で
し
た
。

　

今
回
の
懇
談
会
で
頂
い
た
貴
重
な

ご
意
見
や
、
議
会
に
対
す
る
住
民
皆

様
方
の
期
待
感
を
厳
粛
に
受
け
止
め

る
と
共
に
、
今
後
の
筑
北
村
学
校
等

統
合
検
討
推
進
委
員
会
、
筑
北
村
麻

績
村
学
校
等
統
合
検
討
会
議
の
動
向

を
的
確
に
見
極
め
、
こ
の
問
題
に
対

す
る
議
会
と
し
て
責
任
あ
る
判
断
を

す
る
考
え
で
す
。

議会日誌

3月

4月

5 日
8日～ 19日

14日
16日・19日

16日
17日
20日
24日
28日

4日
5日
12日
23日
23日
25日

特別委員会・全員協議会
3月定例会
特別委員会
全員協議会
各中学校卒業式
各小学校卒業式
保護者及び住民と議会議員との懇談会
各保育園卒園式
第 1回臨時会・全員協議会

各保育園入園式・全員協議会
各小中学校入学式
総務常任委員会
建設産業常任委員会
財務諸表研修会
議会運営委員会
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生
涯
学
習
指
導
者

　
　
　
　

　
　
　新
規
登
録
の
お
願
い   

心
の
伝
言
板
⑳

遠
い
親
戚
よ
り

　ご
近
所
さ
ん

g
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g

g
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g
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g
g
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g
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g
g
g
g
g
g
g
g
g
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gggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

ggggggggggggg

ggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg
　

公
民
館
で
は
、
村
民
の
方
・
公
民

館
講
座
や
小
中
学
校
な
ど
各
分
野
の

学
習
要
求
に
応
え
る
た
め
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
指
導
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
筑
北
村
生
涯
学
習
活
性
化
の
た

め
「
こ
れ
な
ら
教
え
ら
れ
る
！
」
と

い
う
も
の
を
お
持
ち
の
方
は
ふ
る
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
ま
た
「
あ
の

人
の
あ
の
技
を
み
ん
な
に
広
め
た

ら
」
な
ど
ふ
さ
わ
し
い
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
連
絡
先
＊
＊
＊

　

筑
北
村
公
民
館

☎
67
―
２
０
6
４

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
か
ら
「
防

災
」
へ
の
備
え
や
「
絆
」
の
大
切
さ

が
全
国
的
に
意
識
化
さ
れ
、
具
体
的

に
行
動
で
示
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　

当
村
で
も
、
社
会
福
祉
協
議
会
リ

ー
ド
に
よ
る
「
支
え
合
い
サ
ロ
ン
」、

村
初
の
総
合
防
災
訓
練
、
各
区
に
よ

る
自
主
防
災
組
織
作
り
等
、
熱
心
な

取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

特
に
高
齢
化
率
の
高
い
本
村
で
は

心
温
か
な
「
支
え
合
い
」
を
大
事
に

し
た
い
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
で
、

次
の
よ
う
な
時
、
あ
な
た
は
ど
う
し

ま
す
か
？

①
一
人
暮
ら
し
・
一
人
で
い
る
時
の

急
な
体
の
異
常
や
大
け
が

・
ひ
ど
い
目
ま
い
、
過
呼
吸
に
よ
る

異
常
な
胸
の
痛
み
や
動
悸
、
脳
貧

血
で
の
卒
倒
、
胃
腸
の
激
痛
他

・
階
段
、
は
し
ご
、
屋
根
か
ら
の
転

落
、
転
倒
に
よ
る
骨
折
等

　
（
自
分
で
で
き
る
で
し
ょ
う
か
ー

ー
・
身
内
に
電
話
を
か
け
救
い
を

求
め
る
。
救
急
車
を
呼
ぶ
な
ど
。）

②
確
認
を
忘
れ
て
の
外
出
や
旅
行

・
長
時
間
の
煮
物
後
の
ガ
ス
コ
ン
ロ

の
消
し
忘
れ
（
火
を
小
さ
く
し
た

ま
ま
の
場
合
も
）

・
電
気
こ
た
つ
、
電
気
毛
布
の
ス

イ
ッ
チ
切
り
忘
れ
（
加
熱
で
の
出

火
）

・
冬
場
の
凍
結
防
止
忘
れ
（
水
道
管

破
裂
に
よ
る
出
水
）

 
（
今
さ
ら
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
ー

ー
無
事
を
祈
り
な
が
ら
の
不
安
旅

行
・
遠
方
か
ら
の
戻
り
点
検
等
）

　

こ
ん
な
時
、
親
し
い
ご
近
所
が
あ

れ
ば
な
ん
と
頼
も
し
く
救
わ
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

ご
近
所
と
大
事
に
し
た
い
心
遣
い

①
老
若
男
女
家
庭
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
や
人
権
を
尊
重
し
て
、
誠
意
あ

る
お
付
き
合
い
を
し
て
い
く
。

②
遠
出
や
旅
行
で
留
守
に
す
る
時
、

行
き
先
・
連
絡
先
や
帰
着
日
等
を

ど
な
た
か
に
知
ら
せ
て
出
る
。

③
配
り
物
や
回
覧
板
等
、
一
声
か

け
て
手
渡
し
、
対
話
を
大
事
に
す

る
。

④
高
齢
者
の
お
宅
へ
は
、
窓
や
カ
ー

テ
ン
の
開
閉
、
煙
や
臭
い
等
、
ご

近
所
で
気
を
遣
い
合
う
。
等
々

　

大
切
な
ご
近
所
。
ま
す
ま
す
信
頼

関
係
を
深
め
、
強
固
な
「
絆
」
で
結

び
合
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

子
ど
も
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
幼
児
・
家
庭
教
育
」に
関
す
る
講
演
会

　

コ
ラ
ム

　

春
眠
暁
を
覚
え
ず
…
と
云
わ
れ

る
こ
の
時
期
に
、
な
ぜ
だ
か
眠
れ

な
い
。
正
し
く
言
う
と
寝
て
い
る

の
だ
が
熟
睡
が
出
来
て
い
な
い
の

か
、
は
た
ま
た
体
内
時
計
が
狂
っ

て
眠
い
時
間
が
ず
れ
て
い
る
の

か
。睡

眠
の
大
切
さ
を
調
べ
る
と

『
身
体
を
休
め
る
だ
け
で
な
く
、

何
よ
り
も
脳
の
疲
れ
を
と
る
こ
と

に
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
新
陳
代

謝
の
促
進
や
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も

な
る
。
高
等
動
物
は
睡
眠
を
必
要

と
す
る
。』
と
あ
る
。

人
生
の
三
分
の
一
を
占
め
る
睡

眠
。
眠
る
事
が
出
来
る
事
は
本
当

に
幸
せ
な
事
だ
と
痛
感
す
る
。

何
と
か
気
持
ち
の
緊
張
を
ほ
ぐ

し
て
、
快
適
な
睡
眠
時
間
の
確
保

に
頑
張
り
た
い
。 

　

若
葉

坂
井
公
民
館
に
お
い
て
、
松
本
短

期
大
学
学
長
の
山
﨑
健
治
先
生
を
お

迎
え
し
て
講
演
会
が
行
わ
れ
、
学
校

教
育
や
家
庭
教
育
だ
け
で
は
な
く
、

社
会
と
の
関
わ
り
の
大
切
さ
の
観
点

か
ら
も
語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

現
在
は
、
多
く
の
人
々
が
心
を
病

ん
で
い
る
時
代
に
生
き
て
い
る
。
福

祉
が
進
ん
だ
事
に
よ
り
、
家
族
が
無

責
任
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
け
れ
ど

も
福
祉
の
施
策
が
悪
い
の
で
は
な
い
。

老
人
達
は
、
畳
の
上
で
死
に
た
く
、

家
族
の
温
か
い
目
の
中
で
死
に
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　　
親
子
・
家
族
が
、
保
育
施
設
や
介

護
施
設
を
通
し
て
、
人
が
ゆ
と
り
を

持
ち
家
族
の
絆
が
深
ま
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
幸
せ
に
な

る
た
め
に
は
一
人
ひ
と
り
責
任
を
持

た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
生
命
を
つ

な
げ
て
い
く
責
任
で
あ
る
。

情
を
か
け
て
も
ら
え
な
い
子
ど
も

は
、
あ
る
時
期
に
歪
ん
だ
形
に
な
る
。

大
切
な
事
は
、
子
ど
も
と
の
深
い
愛

情
と
信
頼
で
あ
る
。

テ
レ
ビ
っ
子
（
テ
レ
ビ
に
子
守
を

さ
れ
た
子
）
は
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い

る
だ
け
で
は
知
識
を
得
ら
れ
ず
一
方

的
に
情
報
が
与
え
ら
れ
て
い
る
だ
け

で
自
分
の
意
見
や
考
え
は
言
え
な
い
。

テ
レ
ビ
を
見
た
後
、
親
子
で
対
話
し

て
い
く
こ
と
で
意
見
や
知
識
を
学
ん

で
い
く
。

子
ど
も
は
家
族
の
そ
ば
に
い
た
い

の
で
、
勉
強
部
屋
も
一
人
に
す
る
と

面
白
く
な
い
。
子
ど
も
は
見
つ
め
ら

れ
な
が
ら
学
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
苦
し
さ
や
悲
し
さ
、
辛
さ

は
家
族
に
よ
っ
て
慰
め
ら
れ
癒
さ
れ

て
い
く
。
そ
し
て
、
家
族
と
は
地
域

社
会
の
単
位
で
あ
る
。

現
在
は
結
婚
出
来
な
い
人
が
増
え

て
い
る
が
、
ど
こ
か
で
家
庭
や
家
族

の
な
い
苦
し
み
を
乗
り
越
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
試
練
が
来
る
。

原
始
的
感
情
は
興
奮
。
い
わ
ゆ
る

快か

い
と
不
快か
い

で
あ
る
。
気
質
は
興
奮

し
や
す
い
か
、
し
に
く
い
か
は
遺
伝

に
よ
る
も
の
だ
が
、
心
地
よ
さ
（=

快
）
が
多
い
か
少
な
い
か
、
不
快
な

感
情
で
育
っ
て
し
ま
う
か
で
変
わ
っ

て
く
る
。

知
的
な
働
き
は
、
一
歳
前
後
に
快

が
多
い
と
新
し
い
物
事
に
関
心
を
求

め
よ
う
と
す
る
。
学
校
教
育
の
み
が

学
習
を
得
る
場
所
で
な
く
、
家
庭
に

お
い
て
心
の
安
ら
ぎ
や
ゆ
と
り
を
得

て
い
く
事
が
大
切
で
あ
る
。

自
立
は
育
ち
の
環
境
に
よ
る
伸
び

悩
み
が
あ
る
が
、
欲
求
の
段
階
の
変

化
が
起
こ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

生
理
的
欲
求
の
上
に
愛
と
所
属
の

欲
求
（
大
切
な
子
ど
も
と
し
て
認
め

ら
れ
る
）
や
承
認
欲
求
（
自
分
が
見

つ
め
ら
れ
て
い
る
）
に
よ
り
、
ほ
め

ら
れ
て
い
る
価
値
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
、
ダ
メ
な
こ
と
ば
か
り
を
押
し
付

け
る
の
で
は
な
い
。
次
に
優
越
の
欲

求
（
人
を
大
切
に
し
て
い
く
）
が
生

じ
る
事
に
よ
り
、
合
理
的
打
算
な
社

会
の
中
で
も
自
己
実
現
し
よ
う
と
し
、

自
分
で
自
分
を
作
ろ
う
と
し
て
付
属

の
友
達
を
得
、
自
分
達
も
参
加
し
て

い
こ
う
と
す
る
。

生
命
の
中
に
は
生
き
て
い
く
力
が

あ
り
修
復
し
て
い
く
力
が
あ
る
の
で

子
ど
も
が
悩
ん
だ
り
し
て
ど
う
し
よ

う
も
な
い
時
に
は
、
信
頼
出
来
る
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
見
つ
け
る
こ
と
も
必

要
で
あ
る
。
悩
む
と
い
う
の
は
、
素

晴
ら
し
い
人
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
と
勇
気
づ
け
て
下
さ
い
ま
し

た
。

先生は長年カウンセリングもしてこられました
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昨
年
度
ま
で
、「
お
ひ
さ
ま
だ
よ
り
」

や
、
児
童
館
だ
よ
り
な
ど
で
、
お
知
ら

せ
し
て
い
た
、
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ

ん
、
未
就
園
児
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
と
の
楽
し
か
っ
た
活
動
の

様
子
や
、
こ
ど
も
支
援
課
か
ら
の
情
報

に
つ
い
て
今
年
度
か
ら
、「
え
が
お
の

ポ
ケ
ッ
ト
」
の
中
で
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
。

　
「
ド
ラ
え
も
ん
の
ポ
ケ
ッ
ト
の
よ
う

に
、
次
は
、
ど
ん
な
笑
顔
が
飛
び
出
す

か
な
？
と
期
待
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
。」と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

年
度
初
め
の
今
回
は
、
各
施
設
の
指

導
員
の
メ
ン
バ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
「
は
じ
ま
り

の
会
」
の
時
、
自
己
紹
介
で
、
自
分

の
名
前
を
言
っ
た
後
、「
好
き
な
食
べ

物
」
や
「
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
」
な
ど
を

聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
指
導
員
が
予
想

し
て
い
る
も
の
と
全
く
違
う
も
の
を

言
う
児
童
が
い
ま
し
た
。
そ
の
意
外
性

が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
で
、
さ
っ
そ

く
、
指
導
員
の
自
己
紹
介
に
取
り
入
れ

て
み
ま
し
た
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
私
の
好
き
な
○
○
」
か
ら
、
ど
ん
な

指
導
員
か
を
、
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
実
物
は
？
を
確
か
め
に
、

ぜ
ひ
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。
指
導
員

一
同
、
楽
し
い
企
画
を
準
備
し
て
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

村
内
電
話　

22
―
66
―
８
０
５
３

携
帯
０
９
０
―
４
１
６
１
―
７
８
０
０

　

午
前
中
の
遊
び
場
を
探
し
て
い
る

皆
さ
ん
、
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

・
献
立
を
考
え
る
こ
と	

（
大
橋
）

・
寝
る
こ
と
、食
べ
る
こ
と
、笑
う
こ
と
。

　
　
（
髙
附
）

・
観
劇
と
絵
画
鑑
賞	

（
森
山
）

坂
北
放
課
後
児
童
保
育
施
設

電
話
66
―
２
３
０
２

　

自
主
サ
ー
ク
ル
で
午
前
中
利
用
希

望
の
方
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
Ｔ
Ｖ
で
サ
ッ
カ
ー
観
戦	

（
柳
原
）

・
折
り
紙
を
折
る
こ
と	

（
山
崎
）

坂
井
児
童
館   　

電
話
67
―
３
０
６
０

木
曜
の
午
前
中
は
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

・
デ
ィ
ズ
ニ
ー　

	

（
花
村
）

・
音
楽
鑑
賞	

	

（
山
本
）

・
料
理		

（
市
川
）

「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
子
ど
も
支
援
総

合
専
門
員
・
子
ど
も
支
援
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー　

  　

 

電
話
67
―
１
０
２
０

　・
プ
ロ
野
球
観
戦	

（
深
澤
）

・
読
書
と
レ
コ
ー
ド
鑑
賞	

（
本
田
）

・
食
べ
る
こ
と
、
旅	

（
和
栗
）

え
が
お
の
ポ
ケ
ッ
ト

第
38
号
の
公
民
館
報
に
掲
載
し
ま

し
た
「
筑
北
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
」

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
ク
ロ
ー
バ

ー
の
4
つ
の
葉
に
4
つ
の
行
動
が
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
柔
ら
か
な
動

き
の
あ
る
形
を
採
用
し
ま
し
た
。
色

は
グ
リ
ー
ン
系
で
統
一
し
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
親
し
み
や
す
い
図
案

と
し
ま
し
た
。
保
育
園
・
学
校
を
は

じ
め
、
各
公
共
施
設
な
ど
村
内
各
所

に
掲
載
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
筑

北
村
の
す
べ
て
の
住
民
が
共
に
健
や

か
に
育
つ
こ
と
を
願
い
、
筑
北
村
民

憲
章
の
願
い
に
基
づ
い
た
「
筑
北
ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
」
が
家
庭
、
保

育
園
、
学
校
、

地
域
の
あ
ら

ゆ
る
場
面
や
、

日
々
の
暮
ら

し
の
中
で
、

地
道
に
実
践

さ
れ
る
こ
と

を
提
唱
い
た

し
ま
す
。

幸
せ
は
こ
ぶ

「
筑
北
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
」

　ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
で
き
ま
し
た

今年度は、子どもの成長に必要な情報や具体的な事例を隔月で掲載していくコーナーを準備しました。
第1回目は、「広汎性発達障害」に関する情報コーナーです。

子ども支援情報コーナー

　　　　 広汎性発達障害（PDD）とは 　　　　
　広汎性発達障害（PDD）は、生まれつき脳の機能のアンバランスから生じる障害の総称
で「自閉症」「アスペルガー症候群」「特定不能な広汎性発達障害」などがあります。症状
は個人差があり、早期支援や対応をすることで症状の軽減を図ることが期待されます。代
表的な診断基準となる３つの症状は、以下のとおりです。

①社会性の障害
　人への関心が乏しい、視線が合わない、呼んでも振り向かない、関わられることを
嫌がる、恥ずかしがるといった対人的な感情表現が未熟　など

②コミュニケーションの障害
　身振りのまねをしない、指さしがみられない、言葉の遅れ、オウム返し（言われた
言葉と同じ言葉を返す）の時期が長い、独特なイントネーションで話す　など

③こだわりと想像力の障害
・特定のものに対する強い興味、執着・・・電車、標識、車の車種、数字、マークなど
・反復的な行動・・・横目で見る、掌をひらひらさせる、ぴょんぴょん飛び跳ねる　など
・変化、変更への抵抗・・・物の位置、道順、手順などが自分の理解や記憶とずれるこ
　とに対して強い抵抗感を示す　など

　子どもの発達には個人差があります。同じ年齢でも得意なこと苦手なことがそれぞれ違
うので子育てには工夫が必要です。家庭、保育園、学校、地域との連携構築のなかでお子
さんの発達に応じた支援をしていきたいと考えています。お子さんの様子で気になること
がある場合は、こども支援課、子育て支援センター、住民福祉課へご相談ください。

◆お問い合わせ
　こども支援課　TEL67-1161　子育て支援センター　TEL22-66-8065
　住 民 福 祉 課　TEL66-2111

子育てで心配な事、悩み事など、お気軽にご相談ください。

発達障害への理解を深めましょう
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Ｑ
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

Ａ
塩
尻
市
で
す
。
現
在
は
教
員
住
宅

で
の
単
身
赴
任
生
活
で
す
。

Ｑ
自
己
Ｐ
Ｒ

Ａ
最
初
怖
そ
う
な
先
生
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
優
し

い
先
生
で
す
。
子
供
達
を
叱
ら
ず

気
長
に
見
守
り
ま
す
。

Ｑ
趣
味
・
特
技
は
？

Ａ
専
攻
が
国
語
で
書
道
が
好
き
で
す
。

　
（
実
は
ス
ゴ
イ
腕
前
だ
そ
う
で
す
）

Ｑ
坂
井
小
学
校
の
第
一
印
象
は
？

Ａ
静
か
な
学
校
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
ま
で
大
き
な
学
校
ば
か
り
で
、

村
立
の
学
校
は
初
め
て
で
す
。

　

今
全
員
の
子
供
達
の
顔
と
名
前
を

一
生
懸
命
覚
え
て
い
ま
す
。

坂
井
小
学
校
長
紹
介塩原 義郎　先生

Ｑ
小
さ
な
学
校
の
長
所
と
短
所
は
？

Ａ
長
所
は
教
師
の
目
が
行
き
届
く
所
。

　

一
人
ひ
と
り
の
個
性
に
合
わ
せ
て

指
導
を
工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

短
所
は
運
動
面
や
学
習
面
で
の
競

い
合
い
が
少
な
い
所
。

　

大
勢
の
意
見
を
ま
と
め
て
力
を
合

わ
せ
て
作
り
上
げ
る
機
会
が
少
な

い
所
で
す
。

Ｑ
ど
ん
な
学
校
が
理
想
で
す
か
？

Ａ
子
供
達
一
人
ひ
と
り
が
楽
し
く
生

活
で
き
る
学
校
。
そ
し
て
、
よ
く

わ
か
る
授
業
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

Ｑ
筑
北
村
の
村
民
の
方
々
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
子
供
達
に
良
い
所
が
あ
っ
た
ら
誉

め
、
悪
い
所
は
叱
っ
て
積
極
的
に

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
村
全
体
で

子
供
達
を
育
て
て
い
け
る
よ
う
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

塩
原
校
長
先
生
お
忙
し
い
中
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
達
も

協
力
し
一
緒
に
子
供
達
を
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

① 

趣
味
・
特
技
は
？

② 

筑
北
村
の
第
一
印
象
は
？ 

③ 

自
己
P
R
！

本

城

小

学

校

教頭

小
こばやし

林　栄
えい

子
こ

先生

①
山
歩
き
・
温
泉
め
ぐ
り

②
引
っ
越
し
て
き
た
日
に
、
す
ぐ
「
と

く
ら
」
の
お
ふ
ろ
に
入
り
に
行
き
ま

し
た
。
広
い
湯
船
に
ゆ
っ
た
り
浸
っ

て
気
分
は
最
高
！
「
ご
く
ら
く　

ご

く
ら
く
」
と
思
い
ま
し
た
。
筑
北
村

は
本
当
に
い
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

③
「
笑
う
角
に
は
福
来
る
」
笑
顔
を

忘
れ
ず
、
が
ん
ば
り
ま
す
。

2年生担任

乾
いぬい

　孝
たか

雄
お

先生

①
釣
り
・
料
理
・
ア
ウ
ト
ド
ア

②
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
、
子
ど
も

た
ち
も
純
朴
で
、
こ
ん
な
筑
北
村
に

勤
務
で
き
る
な
ん
て
、
幸
せ
～
！

③
地
域
の
自
然
に
、
人
に
、
も
の
に
根

ざ
し
た
教
育
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
た
く
さ
ん
地
域
に
出
か
け

ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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ー5年生担任

小
こ

岩
いわ

井
い

裕
ゆう

子
こ

先生

①
自
然
の
中
で
活
動
す
る
山
登
り
や
、

散
策
が
好
き
で
す
が
、
年
齢
的
に
、

体
力
が
つ
い
て
い
き
ま
せ
ん
？

②
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
、
古
い
歴
史

が
あ
り
、
先
人
の
残
し
た
も
の
が
、

い
っ
ぱ
い
あ
る
！
子
ど
も
を
大
切

に
し
て
い
る
。
給
食
が
お
い
し
い
！

③
筑
北
村
は
初
め
て
で
、
分
か
ら
な

い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
自
然
た

ん
け
ん
、
昔
探
検
を
い
っ
ぱ
い
し

た
い
で
す
。
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く

だ
さ
い
。

1年生担任

清
し

水
みず

　和
かずひろ

弘
先生

①
テ
ニ
ス
な
ど
体
を
動
か
す
こ
と
が

好
き
で
す
。

②
自
然
い
っ
ぱ
い
の
村
だ
な
ぁ
と
思

い
ま
し
た
。

③
元
気
い
っ
ぱ
い
、
明
る
く
が
ん
ば

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ひまわり学級担任

桜
さくら

木
ぎ

　道
みち

子
こ

先生

①
華
道
や
着
付
け
を
習
っ
て
い
ま
す
。

特
技
は
手
話
通
訳
で
す
。
お
い
し

い
も
の
を
食
べ
歩
く
の
が
大
す
き

で
す
。
筑
北
村
で
お
い
し
い
も
の

は
…
？

②
静
か
な
村
で
す
ね
！
空
気
も
澄
ん
で

い
て
と
て
も
気
持
ち
が
よ
い
で
す
。

③
村
の
一
員
と
な
れ
て
、
と
て
も
光

栄
に
思
い
ま
す
。
笑
顔
を
絶
や
さ

ず
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。　

坂

北

小

学

校

1年生担任

島
しま

津
づ

　紀
のり

子
こ

先生

①
温
泉
め
ぐ
り
・
食
べ
歩
き
・
社
交
ダ
ン
ス

②
自
然
が
豊
か
で
、
地
域
の
方
が
温
か
い

③
飯
田
市
の
山
本
小
学
校
か
ら
来
ま

し
た
。1
年
生
6
名
と
、元
気
い
っ

ぱ
い
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。支援員

太
おお

田
た

　結
ゆ

実
み

先生

①
ス
ポ
ー
ツ
。
体
を
動
か
す
の
が
大

好
き
で
す
。

②
村
の
み
ん
な
が
と
っ
て
も
仲
が
良
く

て
、す
ご
く
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

③
毎
日
笑
顔
で
が
ん
ば
り
ま
す
！

音楽・家庭科

中
なか

野
の

　節
せつ

子
こ

先生

①
2
歳
と
5
歳
の
息
子
と
一
緒
に
仮

面
ラ
イ
ダ
ー
グ
ッ
ズ
を
集
め
て
い

ま
す
。

②
風
が
強
く
て
寒
か
っ
た
で
す
。
坂

北
小
の
子
ど
も
た
ち
は
歌
声
が
の

び
の
び
と
し
て
い
て
、
す
ば
ら
し

い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

③
中
学
校
か
ら
小
学
校
に
、
初
め
て

赴
任
い
た
し
ま
し
た
。
明
る
い
お

子
さ
ん
た
ち
と
楽
し
く
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

3年生担任

原
はらやま

山　千
ち

尋
ひろ

先生

①
釣
り
、剣
道
、日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

②
ゆ
っ
く
り
と
時
間
が
流
れ
て
い
る

感
じ
が
し
て
、
落
ち
着
き
ま
す
。

③
船
越
英
一
郎
を
ポ
ッ
チ
ャ
リ
さ
せ

た
感
じ
の
私
で
す
。
家
で
は
愛
犬

ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル（
黒
色
）の
は
る
の

お
世
話
係
で
す
。
こ
の
４
月
よ
り

坂
北
小
学
校
で
お
世
話
に
な
り
ま

す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

坂

井

小

学

校

専科（音楽・家庭）

波
は

場
ば

　智
とも

美
み

先生

①
温
泉
め
ぐ
り

②
あ
っ
た
か
・
ほ
の
ぼ
の

③
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も

お
役
に
立
て
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

5年生担任

平
ひら

井
い

　茂
しげたか

孝
先生

①
コ
ン
サ
ー
ト
へ
行
っ
た
り
、
旅
行

へ
行
っ
た
り
す
る
こ
と
。

②
と
て
も
人
が
温
か
い
と
こ
ろ
で
す
。

③
早
く
筑
北
村
の
方
々
、
自
然
に
慣

れ
る
よ
う
坂
井
の
子
ど
も
た
ち
と

の
生
活
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

支援員

安
あんどう

藤　克
かつ

弥
や

先生

①
ド
ラ
イ
ブ
、
ス
ポ
ー
ツ
（
硬
式
テ

ニ
ス
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
特
技
）

②
自
然
に
囲
ま
れ
た
最
高
の
場
所

③
体
を
動
か
す
こ
と
の
お
も
し
ろ
さ
を
、

子
ど
も
達
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

事務

森
もり

　涼
りょう

子
こ

先生

①
山
歩
き
、
ス
キ
ー
、
合
唱

②
や
っ
ぱ
り
、
い
い
所
だ
な
ぁ
…
。

③
三
年
前
ま
で
麻
績
に
住
ん
で
い
ま

し
た
の
で
、
坂
井
は
懐
か
し
い
所

で
す
。
せ
っ
か
く
な
の
で
、
も
う

少
し
色
々
探
検
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

支援員

下
しもがた

形　和
かず

美
み

先生

①
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

②
私
の
住
ん
で
い
る
青
木
村
も
寒
い

で
す
が
、
坂
井
も
寒
い
で
す
ね
。

③
元
気
で
明
る
い
子
ど
も
た
ち
に
パ

ワ
ー
を
い
た
だ
き
な
が
ら
一
緒
に
勉

強
や
遊
び
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

聖

南

中

学

校

2組担任

松
まつもと

本　携
けい

子
こ

先生

①
羊
の
毛
を
使
っ
た
フ
ェ
ル
ト
手
芸
、

里
山
歩
き

②
坂
北
で
生
ま
れ
て
育
ち
ま
し
た
。

や
は
り
い
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
生

徒
た
ち
の
挨
拶
や
行
動
が
す
ば
ら

し
い
で
す
。

③
母
校
で
働
か
せ
て
頂
け
る
事
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
少
し
ず
つ

筑
北
村
を
元
気
に
す
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
地
域

の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

1年担任国語

峰
みね

田
た

由
ゆ き こ

紀子
先生

①
手
ぬ
ぐ
い
集
め
、
二
胡

②
「
温
か
い
な
ぁ
。」

③
「
温
か
く
」「
活
気
あ
る
」
聖
南

中
の
生
徒
た
ち
と
過
ご
す
一
日
一
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日
が
と
て
も
楽
し
い
毎
日
で
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

3組副担任

入
いり

澤
さわ

　清
きよ

里
り

先生

②
ド
ラ
イ
ブ
、料
理
、読
書
、旅
行（
鎌

倉
方
面
は
リ
ピ
ー
タ
ー
で
す
）

　

特
技
は
「
短
所
を
長
所
に
言
い
換

え
る
」
こ
と
で
す
。

②
「
私
の
実
家
（
須
坂
）
に
似
て
い

る
な
あ
」
と
思
い
ま
し
た
。
自
然

豊
か
、
皆
さ
ん
温
か
く
て
す
ぐ
慣

れ
ま
し
た
。

③
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
外
出
し
て
い
る
の
で
、

見
か
け
た
ら
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

1年副担任

牧
まき

野
の

　真
まさひろ

賢
先生

①
日
曜
の
夜
、明
科
で
フ
ッ
ト
サ
ル

や
っ
て
い
ま
す
。

②
夜
が
静
か
で
と
て
も
過
ご
し
や
す

い
で
す
。

③
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

2年副担任

太
おお

田
た

　隆
たかひろ

大
先生

①
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
趣
味
で
す
。

②
自
然
が
豊
か
だ
。

③
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

3年副担任

遠
えんどう

藤　早
さな

苗
え

先生

①
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
お
風
呂
に
入

る
こ
と
。
旅
行
（
今
行
き
た
い
と

こ
ろ
は
北
海
道
で
す
）

②
穏
や
か
で
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の

あ
る
と
こ
ろ
だ
な
ぁ
。

③
人
と
話
す
こ
と
が
好
き
な
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
人
と
話
が
で
き
る
と

良
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
社
会
人

１
年
目
、
笑
顔
で
頑
張
り
ま
す
！

筑

北

中

学

校

教頭

薄
うす

井
い

　康
やすひろ

央
先生

①
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
、
ス
キ
ー
板
の

ワ
ッ
ク
ス
が
け
。

②
自
然
が
豊
か
で
、
と
て
も
落
ち
付

き
ま
す
。

③
教
頭
と
し
て
お
世
話
に
な
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
卒
業
以
来
の
30

数
年
ぶ
り
の
中
学
校
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。2年1組担任

阿
あ

部
べ

　孝
たかあき

彰
先生

①
音
楽
・
羊
に
関
す
る
こ
と
全
て

②
や
さ
し
い
気
持
ち
に
な
れ
る
所
で
す
。

③
こ
れ
か
ら
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

明
る
く
元
気
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

2年副担任

長
ながくら

倉　基
もとゆき

之
先生

①
ゴ
ル
フ
、
チ
ェ
ス
、
お
手
玉
4
つ

挑
戦
中
、
手
品
少
々
。

②
空
気
お
い
し
く
、
山
々
雄
大
、
見

晴
ら
し
最
高
。

③
新
し
い
人
と
の
出
会
い
を
楽
し
み

に
す
る
人
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

3年副担任

丸
まるやま

山と
と し え

志江
先生

①
彫
刻
を
作
る
こ
と

②
周
囲
を
山
で
囲
ま
れ
て
い
て
落
ち

着
く
と
こ
ろ

③
体
は
小
さ
い
で
す
が
が
ん
ば
り
屋
で
す
。

1年1組担任

富
とみ

井
い

　光
みつかず

和
先生

①
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

②
ス
ロ
ベ
ニ
ア
の
村
に
そ
っ
く
り
な

こ
と

③
ま
あ
る
い
○
○
○
が
特
徴
で
す
。

1年2組担任

和
わ だ

田　良
よし

美
み

先生

①
ど
こ
で
も
寝
ら
れ
る
こ
と（
床
で
も
）

②
私
の
実
家
と
よ
く
似
て
い
る
…
！

（
実
家
は
鬼
無
里
で
す
）

③
こ
の
地
域
の
こ
と
を
は
や
く
覚

え
て
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

保健室

松
まつうら

浦　夏
か

生
よい

先生

①
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

②
の
ど
か
で
す
ね
ー

③
元
気
（
す
ぎ
な
い
よ
う
に
…
）
そ

し
て
明
る
く
頑
張
り
た
い
で
す
。

技術科

橋
はしづめ

詰　辰
たつ

男
お

先生

①
音
楽
、
映
画
、
ス
ポ
ー
ツ

②
聖
高
原
・
聖
湖
が
素
敵
で
す
。
夏

は
涼
し
く
人
は
あ
た
た
か
だ
と
思

い
ま
す
。

③
聖
湖
経
由
で
篠
ノ
井
か
ら
通
っ
て

い
ま
す
。
四
季
折
々
の
風
趣
を
楽

し
み
た
い
で
す
。

SUN組担任

松
まつざき

崎　伸
しん

哉
や

先生

①
剣
道
・
買
い
物

②
キ
レ
イ
な
と
こ
ろ

③
平
成
生
ま
れ
で
す
。

学校事務

小
こ

林
ばやし

　理
り か

佳
先生

①
よ
く
眠
れ
る
こ
と

②
の
ど
か

③
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
に
励
み

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

新
し
い
駐
在
さ
ん

　
　
　
　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

坂
井
駐
在
所

飯
山
市
よ
り
坂
井
駐
在
所
に
赴
任

さ
れ
た
宮
川
晃
一
さ
ん
を
訪
ね
ま
し

た
。前

任
地
で
は
、
昨
年
の
長
野
県
北

部
地
震
で
大
き
な
被
害
を
目
の
当
た

り
に
さ
れ
た
と
、
当
時
を
振
り
返
り

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
地
震
直
後
は
、
被
害
の
把
握
、

検
証
に
多
く
の
時
間
が
か
か
り
ま
し

た
。
道
路
も
い
た
る
と
こ
ろ
で
陥
没
、

崩
落
し
て
い
ま
し
た
し
、
信
号
機
も

柱
が
曲
が
っ
た
り
、
折
れ
て
い
ま
し

た
。
応
急
処
置
に
努
め
ま
し
た
が
、

本
格
的
な
復
興
は
こ
の
春
か
ら
や
っ

と
始
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。」

今
ま
で
は
東
北
信
を
主
に
赴
任
さ

れ
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

筑
北
村
の
印
象
は
？

人
柄
が
温
か
く
住
み
や
す
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
元

気
で
長
寿
の
村
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で

す
。

趣
味
は
？

ア
ウ
ト
ド
ア
全
般
で
す
。
じ
っ
と

し
て
い
る
よ
り
動
い
て
い
る
ほ
う
が

好
き
で
す
か
ら
…

着
任
し
て
早
速
村
内
を
回
り
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
に
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る

中
を
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

坂
北
駐
在
所

飯
田
市
よ
り
坂
北
駐
在
所
に
赴
任

さ
れ
た
石
井
孝
正
さ
ん
を
訪
ね
ま
し

た
。飯

田
市
や
茅
野
市
に
赴
任
さ
れ
た

こ
と
の
で
、
中
信
地
区
は
初
の
赴
任

に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

筑
北
村
の
印
象
は
？

出
身
の
上
田
に
近
く
気
候
も
似
て

い
ま
す
ね
。
山
が
き
れ
い
で
の
ど
か

な
感
じ
が
し
ま
す
。

飯
田
市
は
迷
路
の
よ
う
な
細
い
道

や
わ
か
り
に
く
い
道
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
こ
ち
ら
は
走
り
や
す
い
道

が
多
い
で
す
ね
。

先
日
「
切
通
し
」
に
行
き
ま
し
た

が
大
き
な
も
の
で
し
た
。
別
所
の
立

派
な
お
寺
「
岩
殿
寺
」
も
あ
り
ま
し

た
ね
。

趣
味
は
？
バ
イ
ク
に
の
ら
れ
る
の
で

す
か
？

バ
イ
ク
に
も
乗
り
ま
す
が
、
釣
り

も
好
き
で
す
。
読
書
も
好
き
で
す
が

な
か
な
か
時
間
が
な
く
て
最
近
は
あ

ま
り
読
め
ま
せ
ん
。

着
任
後
地
域
を
周
る
中
お
忙
し
い

な
か
を
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

地
域
安
全
の
注
意
点
に
つ
い
て
お

二
人
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

ひ
と
声
か
け
て
鍵
か
け
て

車
の
施
錠
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

ち
ょ
っ
と
し
た
外
出
で
も
防
犯
の
た

め
ご
自
宅
の
施
錠
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

振
り
込
め
詐
欺
防
止

こ
の
地
域
で
は
み
な
さ
ん
助
け

合
っ
て
仲
良
く
ご
近
所
付
き
合
い
を

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
ん
な
生

活
を
ず
っ
と
続
け
る
こ
と
が
犯
罪
防

止
に
つ
な
が
り
ま
す
ね
。
お
か
し
い

と
思
っ
た
ら
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

注
意
一
秒
事
故
一
生

飲
む
な
ら
乗
ら
な
い

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
大
き

な
事
故
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

移
動
手
段
が
車
と
い
う
方
が
多
い

と
感
じ
ま
し
た
。
車
の
運
転
に
は
十

分
注
意
し
て
下
さ
い
。

飲
酒
運
転
も
ち
ょ
っ
と
の
距
離
だ

か
ら
、
休
ん
だ
か
ら
は
や
め
ま
し
ょ

う
。お

忙
し
い
中
お
時
間
を
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

村
民
の
安
全
の
た
め
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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5
月
初
め
に
窯
だ
し
を
し
ま
す
。
置
い

た
場
所
、
炎
の
当
た
り
方
に
よ
り
仕
上
が

り
が
異
な
る
と
の
こ
と
。
今
か
ら
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　
「
5
月
24
～
28
日
ま
で
自
宅
工
房
に
て

今
回
の
作
品
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
の
で

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。」

　

各
地
で
個
展
を
開
催
し
、
好
評
を
得
て

い
る
江
間
さ
ん
。
ゆ
っ
た
り
と
土
に
向
か

い
合
い
、「
焼
き
物　

心
と
か
た
ち
」
い

つ
か
そ
の
よ
う
な
器
を
で
き
れ
ば
と
、
作

陶
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　

館
報
39
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

3
月
11
日
の
災
害
か
ら
１
年
が
過

ぎ
、
原
子
力
発
電
の
危
険
性
が
問
わ

れ
て
い
る
昨
今
、
福
井
県
の
大
飯
原

子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に
向
け
た
調

整
が
は
じ
ま
り
、
本
当
に
こ
れ
で
よ

い
の
か
？
電
気
が
当
た
り
前
に
あ
る

生
活
に
、
こ
こ
で
一
歩
踏
み
止
ま
っ

て
、
考
え
て
見
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
？
長
野
県
に
隣
接
す
る
新
潟
県

と
静
岡
県
に
も
原
子
力
発
電
所
は
あ

る
と
い
う
現
実
に
、
で
す
。

　

先
日
Ｔ
Ｖ
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
『
ま
き
ス
ト
ー
ブ
』

の
映
像
に
、
驚
き
と
共
感
を
覚
え
ま

し
た
。
灯
油
の
よ
う
に
各
家
庭
に
タ

ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が
一
冬
分
の
ペ
レ
ッ

ト
（
ま
き
の
チ
ッ
プ
）
を
運
ん
で
い

ま
し
た
。
日
本
・
長
野
県
・
筑
北
村

に
は
何
と
た
く
さ
ん
の
広
葉
樹
が
あ

り
、
こ
れ
を
未
来
の
資
源
と
し
て
考

え
、
ペ
レ
ッ
ト
産
業
で
雇
用
も
広
が

る
の
で
は
な
い
か
。
ま
き
ス
ト
ー
ブ

は
か
な
り
普
及
し
て
き
て
い
る
が
年

齢
と
と
も
に
ま
き
確
保
に
困
難
な
時

代
が
や
っ
て
く
る
の
も
現
実
で
す
。

　

新
年
度
を
迎
え
、
学
校
統
合
問
題

も
白
紙
に
戻
り
、
新
た
な
方
向
へ
再

考
し
て
い
か
な
く
て
は
と
考
え
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。　
　
　

や
ん
ば
ば

館
報
編
集
後
記

４
月
11
日
か
ら
窯
に
火
が
入
り
、
江
間
さ

ん
に
と
っ
て
は
最
後
の
仕
上
げ
の
焼
成
と

い
う
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
窯
（
半
地

下
式
穴
窯
）
は
16
年
前
に
家
族
総
出
で
、

3
ヶ
月
間
か
け
て
作
っ
た
と
の
こ
と
。
窯

の
部
分
は
12
ｍ
煙
突
の
部
分
が
6
ｍ
あ

り
、
実
際
に
見
る
と
本
当
に
夢
と
ロ
マ
ン

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
11
日
間
焚
き
続
け
、

千
三
百
度
ま
で
温
度
を
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
凡
倶
楽
部
と
い
う
名
前
の
陶

芸
教
室
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
各
地
か
ら

江
間
さ
ん
の
陶
芸
に
あ
こ
が
れ
て
受
講
者

が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

木
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
午
前
・
午
後
の

部
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
「
江
間
廣
」

の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

土
は
備
前
・
上
田
市
の
染
谷
の
土
と
本

城
の
田
屋
の
土
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
最

近
は
地
元
の
土
を
と
い
う
こ
と
で
、
染
谷

と
本
城
の
土
を
多
く
使
用
し
て
い
ま
す
。

　焼
き
物

　心
と
か
た
ち　

　

本
城
（
田
屋
）
地
区
の
江
間
廣
さ
ん
徳

子
さ
ん
夫
妻
の
工
房
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し

た
。
東
京
生
ま
れ
の
江
間
さ
ん
は
14
年
間

の
会
社
生
活
を
経
て
、
備
前
で
2
年
間
陶

芸
の
勉
強
を
し
た
後
、
家
族
５
人
で
20
年

前
に
本
城
の
地
へ
や
っ
て
き
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ
進
み
現
在

は
、
夫
婦
二
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
『
ど
ん
な
土
で
も
焼
き
物
に
な
る
。
省

力
化
、
簡
略
化
せ
ず
で
き
る
だ
け
古
来
の

方
法
で
取
り
組
む
。
を
信
条
に
作
陶
を
し

て
い
る
。
特
に
土
の
作
り
方
、
焼
き
方
に

つ
い
て
は
、
土
の
特
性
を
引
き
出
す
た
め

に
、原
始
的
な
方
法
で
取
り
組
ん
で
い
る
』

よ
う
こ
そ
！
筑
北
村
へ 　
【4】焼成作業に入って、松の薪を焚いている江間さん夫妻

最後の仕上げは真剣勝負です。横穴から4人で焚く

家で使うご飯碗と湯のみ茶碗を作りたいね今回の窯だしの作品です。

★★★★★★★★★★《新刊本紹介》★★★★★★★★★★
★　ボツコニアン	 	 	 著者：宮部みゆき
☆　贖罪の奏鳴曲	 	 	 著者：中山七里
★　王様ゲーム	 	 	 	 著者：金沢伸明
☆　蜩ノ記	 	 	 	 著者：葉室麟直　木賞受賞作
★　共喰い	 	 	 	 著者：田中慎弥　芥川賞受賞作
☆　からんころん心のお医者さん	 著者：みやらび
★　いまはむかし　～竹取異聞～	 著者：安澄加奈
☆　ヴァニティ	 	 	 	 著者：唯川恵
★　ナミヤ雑貨店の奇跡	 	 著者：東野圭吾
☆　舟を編む	 	 	 	 著者：三浦しをん

みなさん、ゴールデンウィークはどう過ごされましたか。
今年は寒さのせいで花の便りも遅くなってしまいました。ようやく、春の花も次々と咲き
出しにぎやかになり、春が来たのだなと実感します。
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◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆　おしらせ　◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
筑北図書館の開館時間が変わりました。
火曜日・日曜日の開館時間が、午前 9 時からになります。

『いまはむかし　～竹取異聞～』
　武官となるのを拒み家出した弥吹と、彼の後を追ってきた幼なじ
みの朝香が出会ったのは、ある目的のために旅を続けてきた「月守」
の少年たち。興味をひかれた弥吹は、彼らと行動をともにするうち
に、次第に「かぐや姫」にまつわる壮絶な運命の渦へと巻き込まれ
ていく―
作者が安曇野市出身の方です。
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